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本
稿
は
、
大
名
家
の
奥
向
か
ら
江
戸
城
大
奥
へ
派
遣
さ
れ
た
「
御
城
使
（
お
し
ろ
づ
か
い
）」
を

取
り
上
げ
、
そ
の
実
相
を
選
任
と
役
務
の
検
討
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

御
城
使
は
「
女
使
（
お
ん
な
づ
か
い
）」「
女
中
使
（
じ
ょ
ち
ゅ
う
づ
か
い
）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
江
戸
城
大
奥
へ
派
遣
さ
れ
る
奥
女
中
を
特
定
す
る
名
称
は
、
御
城
使
で
あ
る
。
こ
の
点
を

確
認
し
た
う
え
で
、は
じ
め
に
御
城
使
の
本
務
で
あ
る
「
大
奥
勤
め
」
の
全
容
を
捉
え
る
分
析
を
行
っ

た
。
大
奥
勤
め
と
は
、
将
軍
の
子
女
・
子
息
の
縁
組
を
契
機
と
し
て
、
縁
組
の
当
人
、
お
よ
び
縁
組

先
の
大
名
家
の
当
主
や
正
妻
が
、
将
軍
家
へ
の
定
期
・
不
定
期
の
挨
拶
・
献
物
を
課
さ
れ
た
儀
礼
勤

め
で
あ
る
。
基
本
的
に
後
代
の
当
主
と
正
妻
に
受
け
継
が
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
近
世
中
後
期
に
は

大
名
家
の
願
い
出
に
よ
り
、
勤
め
を
行
う
主
体
の
原
則
が
拡
大
さ
れ
て
い
た
が
、
幕
末
に
至
る
ま
で
、

大
奥
勤
め
を
許
さ
れ
た
大
名
家
は
、
全
体
の
一
割
ほ
ど
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
大
奥
勤
め
の

使
者
と
な
る
御
城
使
は
、
仕
え
る
主
人
の
名
誉
と
家
柄
を
誇
示
す
る
存
在
と
な
り
、
登
城
の
華
や
か

な
行
列
に
そ
の
様
相
が
顕
れ
て
い
た
。

　

御
城
使
は
奥
女
中
の
職
階
の
最
高
位
で
あ
る
上
臈
、
も
し
く
は
老
女
が
担
当
す
る
。
大
奥
勤
め
の

使
者
と
し
て
、
し
き
た
り
と
規
式
の
作
法
を
わ
き
ま
え
た
振
る
舞
い
を
求
め
ら
れ
、
こ
れ
を
担
う
能

力
を
必
要
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
役
方
の
複
数
の
職
階
の
奥
女
中
が
献
物
や
書
状
の
準
備
な
ど
を
分
担

分
業
し
、
協
同
し
て
、
御
城
使
を
支
え
た
。
さ
ら
に
奥
向
・
表
向
の
男
性
役
人
が
任
務
の
一
部
を
代

替
し
た
り
、
任
務
に
加
わ
る
態
勢
が
採
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
元
服
前
の
幼
少
当
主
に
よ
る
大
奥
勤

め
は
、
付
属
す
る
奥
女
中
の
職
制
に
役
方
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
や
、
大
奥
勤
め
に
付
随
し
た
将
軍
・

御
台
所
か
ら
の
拝
領
物
の
受
領
に
際
し
て
、
上
使
の
応
接
に
表
向
・
奥
向
を
超
え
て
役
職
に
応
じ
た

務
め
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、
御
城
使
は
将
軍
家
と
大
名
家
の
縁
組
交
渉
や
、
大
名
家
か
ら
将
軍
家
へ
の
内
願
に
際
し
て
、

非
公
式
の
情
報
伝
達
を
担
う
奥
向
ル
ー
ト
と
し
て
も
機
能
し
た
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
御
城
使
は
、

表
向
で
御
城
使
と
称
さ
れ
た
留
守
居
役
に
並
び
立
つ
役
務
で
あ
り
、
こ
れ
を
担
う
奥
女
中
は
大
名
家

の
官
僚
機
構
に
お
け
る
女
性
官
僚
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
奥
女
中
、
御
城
使
、
女
使
、
大
奥
勤
め
、
仙
台
藩
伊
達
家

「
御
城
使
」と
し
て
の
奥
女
中

柳
谷
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
近
世
の
大
名
家
で
奥
女
中
が
担
当
し
た
「
御
城
使
（
お
し
ろ
づ
か
い
）」

の
役
務
を
具
体
的
に
検
証
し
、
大
名
家
と
江
戸
城
大
奥
を
取
り
も
つ
使
者
と
し
て
の

奥
女
中
の
姿
を
官
僚
制
的
な
観
点
か
ら
照
射
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

御
城
使
は
、
大
名
家
奥
向
か
ら
江
戸
城
大
奥
へ
派
遣
さ
れ
る
女
中
を
指
し
て
呼
ん

だ
名
称
で
あ
る
。「
女
使
（
お
ん
な
づ
か
い
）」「
女
中
使
（
じ
ょ
ち
ゅ
う
づ
か
い
）」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
史
料
上
は
そ
の
頻
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
筆
者
を
含
め

て
先
行
研
究
で
は
、
女
使
を
通
称
と
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
だ
が
、
近
年
の
奥

向
研
究
の
成
果
に
よ
り
、
女
使
は
江
戸
城
大
奥
だ
け
で
な
く
、
広
く
大
名
家
や
公
家

に
も
派
遣
さ
れ
て
い
た
実
態
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
（
（

。
つ
ま
り
奥
女
中
が
務

め
る
使
者
と
い
う
用
務
の
総
称
が
女
使
で
あ
り
、
江
戸
城
大
奥
へ
使
者
と
な
る
役
目

や
、
そ
の
担
当
者
を
特
定
し
て
呼
ぶ
に
は
、
御
城
使
が
適
切
で
あ
る
。
江
戸
城
大
奥

の
人
事
記
録
で
あ
る
「
女
中
帳

（
（
（

」
に
御
城
使
の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
点
は
、
な

に
よ
り
重
要
な
根
拠
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
御
城
使
は
、
大
名
家
の
表
向
で
幕
府
と
の

連
絡
・
交
渉
を
担
う
留
守
居
役
の
別
称
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
視
さ
れ
る
。
留
守
居
役

は
彦
根
藩
井
伊
家
で
は
御
城
使
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
公
義
使
・
聞
番
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
た
大
名
家
も
あ
る
が
、
武
家
の
名
簿
で
あ
る
『
武
鑑
』
の
記
載
に
は
十
七
世
紀

末
以
降
、
一
貫
し
て
「
御
城
使
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

（
３
（。

つ
ま
り
奥
女
中
が
担
っ

た
御
城
使
は
、
表
向
の
留
守
居
に
並
び
立
つ
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ

る
。

　

た
だ
し
、
奥
女
中
の
職
務
に
御
城
使
を
置
く
大
名
家
は
ご
く
僅
か
な
数
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
奥
向
か
ら
江
戸
城
大
奥
へ
挨
拶
を
行
う
こ
と
を
許
さ
れ
た
大
名
家
が
限

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
表
向
か
ら
江
戸
城
大
奥
へ
の
贈
答
行
為
は
、
す
べ
て
の

大
名
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
大
名
が
行
う
公
的
奉
公
で
あ
っ
た

（
４
（。

こ
れ
に
対
し
て
、
奥
向
か
ら
江
戸
城
大
奥
へ
贈
答
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
特
別
に
許
さ
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
将
軍
の
子
女
で
あ
る
大
名
家
の
人
々
を
除

い
て
、
当
の
大
名
や
正
妻
は
、
み
ず
か
ら
登
城
し
て
儀
礼
に
参
加
す
る
こ
と
は
な
く
、

奥
女
中
で
あ
る
御
城
使
が
そ
の
使
者
を
務
め
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
御
城
使
は

仕
え
る
主
人
の
名
誉
と
家
柄
を
誇
示
す
る
権
威
的
な
存
在
と
も
な
っ
た
。

　

江
戸
城
大
奥
で
催
さ
れ
る
定
期
・
不
定
期
の
行
事
や
儀
式
に
際
し
て
、
大
名
家
の

奥
向
か
ら
御
城
使
を
介
し
て
行
わ
れ
た
儀
礼
行
為
を
、
本
稿
で
は
「
大
奥
勤
め
」
と

称
す
る
こ
と
に
す
る
。
先
行
研
究
で
は
、
贈
答
儀
礼
と
し
て
慣
行
化
し
た
側
面
を
捉

え
て
、
将
軍
家
と
の
奥
向
同
士
の
交
際
、
な
い
し
は
交
流
と
す
る
見
方
が
示
さ
れ
て

き
た

（
５
（。

こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
福
井
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
春
嶽
に
よ
る
説
明
に

「
御
三
家
御
三
卿
方
ハ
勿
論
、
姫
君
方
御
嫁
付
の
大
名
ハ
、
公
儀
の
奥
へ
勤
め
あ
り
、

女
中
を
使
ニ
出
す
、
或
ハ
献
上
品
等
も
あ
り

（
６
（」

と
あ
る
こ
と
、
ま
た
大
名
家
側
の

史
料
に
も
「
御
勤
品
」「
公
辺
御
勤
」
な
ど
の
表
記
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
奉
公

を
含
意
す
る
「
勤
め
」
の
語
を
活
か
し
て
「
大
奥
勤
め
」
と
称
す
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
で
江
戸
城
大
奥
へ
の
使
者
を
指
し
て
使
わ
れ
て
き

た
「
女
使
」
の
語
を
「
御
城
使
」
に
改
め
、必
要
に
応
じ
て
原
史
料
に
従
い
「
女
使
」

を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
奥
向
の
交
際
、
交
流
と
さ
れ
て
き
た
江
戸
城
大
奥

へ
の
御
城
使
に
よ
る
定
期
・
不
定
期
の
御
機
嫌
伺
い
や
献
物
に
つ
い
て
は
、「
大
奥

勤
め
」
と
改
め
て
、
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
る
こ
と
に
し
た
い

（
７
（。

　

御
城
使
の
存
在
と
役
務
の
概
要
は
近
年
の
奥
向
研
究
、
な
か
で
も
奥
女
中
に
関
す

る
実
証
研
究
の
進
展
に
伴
い
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が

（
８
（、

そ
の
先
駆
的
な
研
究

は
、
皿
海
ふ
み
氏
の
「
若
君
の
宮
参
り
と
井
伊
家
御
成
」
で
あ
る

（
９
（。

皿
海
氏
は
、

彦
根
藩
井
伊
直
幸
世
子
直
富
の
正
妻
で
あ
っ
た
守
真
院
の
大
奥
勤
め
に
着
目
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
使
者
と
な
る
御
城
使
の
存
在
を
見
出
し
、
大
奥
の
年
中
行
事
や

折
々
の
御
機
嫌
伺
、
将
軍
家
の
慶
弔
な
ど
で
の
登
城
と
、
こ
れ
に
対
す
る
将
軍
・
御

台
所
の
御
目
見
え
を
拾
い
上
げ
て
、
研
究
の
道
筋
を
開
い
た
。
守
真
院
の
大
奥
勤
め

に
つ
い
て
は
そ
の
後
、
福
田
千
鶴
氏
が
「
御
城
日
記
」
の
分
析
に
よ
り
実
態
を
詳
細
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[「御城使」としての奥女中]……柳谷慶子

に
掘
り
起
こ
し
て
お
り
、
御
城
使
と
江
戸
城
大
奥
老
女
と
の
緊
密
な
関
係
に
も
言
及

し
て
い
る

（
（1
（

。
松
崎
瑠
美
氏
は
、
仙
台
藩
伊
達
家
と
薩
摩
藩
島
津
家
で
代
々
の
正
妻

に
受
け
継
が
れ
た
大
奥
勤
め
に
検
討
を
加
え
、
併
せ
て
御
城
使
の
働
き
を
明
ら
か
に

し
て
お
り
、
島
津
家
に
御
城
使
が
創
設
さ
れ
た
契
機
や
、
役
務
の
継
承
の
様
相
を
考

察
し
、
将
軍
息
女
の
縁
組
交
渉
で
御
城
使
が
果
た
し
た
役
割
を
具
体
的
に
解
明
す
る

な
ど
、
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た

（
（（
（

。
畑
尚
子
氏
は
、
尾
張
藩
徳
川
家
で
御
城
使

の
役
割
と
待
遇
に
着
目
し
、
ま
た
将
軍
家
大
奥
の
側
か
ら
御
城
使
の
登
城
を
見
渡

し
、
幕
府
の
記
録
で
あ
る
「
女
中
帳
」
に
御
城
使
が
登
録
さ
れ
、
一
堂
に
呼
び
集
め

ら
れ
る
場
面
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た

（
（1
（

。
こ
う
し
た
研
究
の
蓄
積
を

ふ
ま
え
て
筆
者
は
、
仙
台
藩
伊
達
家
で
大
奥
勤
め
と
縁
組
交
渉
の
使
者
を
担
っ
た
御

城
使
の
役
割
を
官
僚
的
側
面
か
ら
論
じ
た

（
（1
（

。
以
上
は
主
に
大
名
の
正
妻
付
き
の
御

城
使
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
福
田
千
鶴
氏
は
近
年
の
著
作
で
、
鳥
取
藩
池
田

家
に
養
子
入
り
し
た
将
軍
家
斉
十
二
男
斉
衆
に
よ
る
大
奥
勤
め
に
検
討
を
加
え
、
こ

れ
を
支
え
た
男
性
役
人
の
姿
を
捉
え
て
い
る
。
大
奥
勤
め
の
遂
行
に
は
奥
女
中
と
男

性
役
人
に
よ
る
任
務
の
分
掌
と
連
携
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
た
意
義

は
大
き
い

（
（1
（

。

　

以
上
、
先
行
研
究
で
は
奥
女
中
が
担
う
御
城
使
の
大
枠
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
の
検
証
を
整
理
し
新
た
な
事
例
を
加
え
る
こ
と
で
、
役
務
の
特
徴
を
捉

え
る
余
地
が
あ
る
。
ま
た
大
奥
勤
め
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
体
と
開
始
の
契
機
、
年

間
の
儀
礼
勤
め
を
全
体
的
に
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
一
章
で
、
大
奥
勤
め
の
全
容
を
捉
え
る
た
め
の
考
察
を
行

う
。
は
じ
め
に
大
奥
勤
め
の
主
体
と
開
始
の
契
機
を
探
り
（
第
一
節
）、
次
い
で
儀

礼
の
中
身
を
確
認
し
、
こ
れ
に
よ
り
御
城
使
の
登
城
の
頻
度
を
検
討
す
る
（
第
二

節
）。
第
二
章
で
は
、
御
城
使
の
任
務
の
基
本
を
押
さ
え
る
観
点
か
ら
、
選
任
の
条

件
、
お
よ
び
役
方
女
中
の
職
務
と
御
城
使
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
第
三
章
で
は
、

登
城
、
お
よ
び
献
物
の
作
法
な
ど
か
ら
大
奥
勤
め
の
使
者
と
な
る
御
城
使
の
役
割
を

明
ら
か
に
す
る
。
第
四
章
で
は
、
御
城
使
を
迎
え
る
側
の
江
戸
城
大
奥
女
中
の
職
務

分
掌
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
第
五
章
で
は
、
御
城
使
を
支
え
た
男
性
役
人
の
役
割

に
着
目
し
、
当
家
の
家
臣
・
官
僚
と
し
て
協
業
し
た
実
態
と
そ
の
背
景
を
探
る
。
第

六
章
で
は
、
将
軍
家
と
大
名
家
の
縁
組
交
渉
で
の
御
城
使
の
役
割
に
検
討
を
加
え
、

奥
向
ル
ー
ト
を
担
う
御
城
使
の
特
徴
に
迫
る
。
最
後
に
、
本
稿
で
の
検
討
結
果
を
整

理
し
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。　

❶
大
奥
勤
め
の
全
体
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
）
勤
め
の
主
体
と
開
始
の
契
機　

（
1
）
安
政
年
間
「
御
規
式
之
次
第
」
に
み
る
大
奥
勤
め
の
主
体

　

大
奥
勤
め
は
、
特
定
の
大
名
家
の
人
物
が
、
江
戸
城
大
奥
で
催
さ
れ
る
定
期
・
不

定
期
の
行
事
・
儀
式
に
際
し
て
、
将
軍
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し
て
挨
拶
・
献
物
を

行
う
儀
礼
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
個
々
の
大
名
家
の
人
物
に
即
し
て
儀
礼
勤
め

の
中
身
が
検
討
さ
れ
、
ま
た
個
別
の
行
事
で
関
係
者
の
顔
ぶ
れ
が
分
析
さ
れ
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
勤
め
の
全
体
と
関
係
者
が
見
渡
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
章
で

は
、
大
奥
勤
め
を
許
さ
れ
た
人
物
と
、
勤
め
の
中
身
を
知
る
史
料
と
し
て
、『
徳
川

礼
典
録
』
下
巻
に
収
載
さ
れ
た
「
将
軍
徳
川
家
礼
典
附
録　

巻
之
二
十
六　

大
奥
向

御
規
式
之
次
第　

安
政
年
間
之
調
」（
以
下
、「
御
規
式
之
次
第
」
と
略
す
る
）
を
取

り
上
げ
、
検
討
す
る

（
（1
（

。

　
「
御
規
式
之
次
第
」
は
、
江
戸
城
大
奥
で
催
さ
れ
た
年
中
行
事
を
書
き
上
げ
た
も

の
で
あ
る
。
幕
末
の
安
政
年
間
の
調
査
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
記
載
さ

れ
て
い
る
人
物
の
生
存
年
代
か
ら
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
当
時
の
記
録
で
あ
る

と
推
測
で
き
る
。
個
々
の
行
事
ご
と
に
将
軍
徳
川
家
定
、
お
よ
び
御
台
所
敬
子
、
世

子
慶
福
（
十
四
代
将
軍
家
茂
）
に
対
し
て
、御
城
使
（
史
料
上
は
「
女
使
」「
女
中
使
」

と
記
さ
れ
る
）
を
派
遣
し
て
挨
拶
と
献
物
を
行
い
、
ま
た
御
城
使
を
介
し
て
拝
領
物

を
下
さ
れ
る
人
物
の
名
前
や
グ
ル
ー
プ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
記
載
さ
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●
◎

〇
●

●
◎

●
●

●
◎

●
●

由緒3

福
井

藩
松

平
慶

永
室

勇
●

加
賀

藩
前

田
斉

広
後

家
真

龍
院

●
●

◎
〇

●
●

◎
●

●
●

◎
●

●

徳
島

藩
蜂

須
賀

斉
裕

室
愛

●
●

◎
〇

●
●

◎
●

●
●

◎
●

●

薩
摩

藩
島

津
斉

彬
室

英
　

●
●

◎
〇

●
●

◎
●

●
●

◎
●

●

津
山

藩
松

平
慶

倫
室

●
◎

〇
●

●
◎

●
●

●
◎

●
●

津
山

藩
松

平
確

堂
室

敏
●

佐
賀

藩
鍋

島
直

正
室

筆
●

●
◎

〇
●

●
◎

●
●

●
◎

●
●

明
石

藩
松

平
斉

宜
室

桃
●

●
◎

〇
●

●
◎

●
●

●
◎

●
●

庄
内

藩
酒

井
忠

発
室

鐐
　

●
●

◎
〇

●
●

◎
●

●
●

◎
●

●

柳
川

藩
立

花
鑑

寛
室

純
　

●
●

◎
〇

●
●

◎
●

●
●

◎
●

●

仙
台

藩
伊

達
斉

邦
後

家
勁

松
院

（
栄

心
院

）　
●

●
◎

〇
●

●
◎

●
●

●
◎

●
●

仙
台

藩
伊

達
斉

義
後

家
真

明
院

●
●

◎
〇

●
●

◎
●

●
●

◎
●

●

熊
本

藩
細

川
斉

樹
後

家
蓮

性
院

●
●

◎
〇

●
●

◎
●

●
●

◎
●

●

川
越

藩
松

平
斉

省
後

家
凉

叢
院

●
●

◎
〇

●
●

◎
●

●
●

◎
●

●

松
山

藩
松

平
（

久
松

）
定

通
後

家
貞

寿
院

　
●

●
◎

〇
●

●
◎

●
●

●
◎

●
●

中
津

藩
奥

平
昌

暢
後

家
芳

蓮
院

●
●

◎
〇

●
●

◎
●

●
●

◎
●

●

浜
田

藩
松

平
（

鶴
田

）
武

成
後

家
永

寿
院

●
●

◎
〇

●
●

◎
●

●
●

◎
●

●

岡
山

藩
池

田
慶

政
室

宇
多

　
●

岡
山

藩
池

田
斉

敏
後

家
嶺

泉
院

●
　

岡
山

藩
池

田
斉

輝
室

後
家

寛
彰

院
●

⑦
水

戸
慶

篤
娘

隋
姫

　
●

　将軍縁者

尾
張

故
斉

荘
娘

釧
姫

　
　

●

津
山

藩
松

平
確

堂
娘

微
之

●

尾
張

故
斉

荘
娘

松
平

上
総

介
室

利
姫

　
●

松
平

肥
前

守
娘

酒
井

故
雅

楽
頭

室
貢

喜
光

院
●

⑧
松

平
筑

前
守

（
加

賀
前

田
斉

泰
嫡

子
慶

寧
）

●
筑

前
姫

君
伝

●
姫

君
伝

●
4

月
　

姫
君

伝
で

参
府

不時
献上のみ

松
平

薩
摩

守（
薩

摩
藩

島
津

斉
彬

）
●

参
府

松
平

陸
奥

守（
仙

台
藩

伊
達

慶
邦

）
●

土
用

・
7

月
・

1
0

月
・

寒
前

・
1

2
月

松
平

讃
岐

守
家

（
高

松
藩

松
平

頼
胤

）
●

若
菜

・
暑

寒
・

中
元

・
歳

暮

出
典

：
嘉

永
6

年
は

将
軍

家
定

代
替

り
の

祝
儀

［
畑

尚
子

『
徳

川
政

権
下

の
大

奥
と

奥
女

中
』

p（37,表
（4］

を
参

照
。

安
政

3
年

は
「

大
奥

向
御

規
式

之
次

第
」［『

徳
川

礼
典

録
』

下
巻

,p7（6
～

764］
に

よ
り

作
成
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れ
た
人
物
を
数
え
る
こ
と
に
よ
り
、
御
城
使
の
全
人
数
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
整
理

し
た
の
が
〈
表
1
〉
で
あ
る
。〈
表
1
〉
に
は
畑
尚
子
氏
が
明
ら
か
に
し
た
、
嘉
永

六
年
（
一
八
五
三
）
十
三
代
将
軍
家
定
の
代
替
わ
り
に
御
城
使
を
送
っ
た
人
物
の
情

報
も
加
え
た

（
（1
（

。
将
軍
の
代
替
り
を
祝
う
儀
礼
行
為
は
、
大
奥
勤
め
に
派
生
し
た
不

定
期
の
勤
め
で
あ
っ
た
が
、
定
例
の
行
事
以
外
に
御
城
使
が
登
城
し
た
様
子
が
知
ら

れ
る
。

　
〈
表
1
〉
の
左
端
縦
列
に
は
、「
御
規
式
之
次
第
」
に
記
載
さ
れ
た
、
大
奥
勤
め
で

御
城
使
を
送
っ
た
人
物
の
名
前
を
示
し
た
。
十
二
代
将
軍
家
慶
養
女
線
姫
は
、
安
政

三
年
十
一
月
に
病
没
し
て
お
り
、「
御
規
式
之
次
第
」
に
名
前
は
な
い
が
、
嘉
永
六

年
の
将
軍
代
替
わ
り
で
は
儀
礼
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、
縦
列
に
名
前
を
加
え
た
。

ま
た
岡
山
藩
池
田
慶
政
正
妻
と
前
代
斉
敏
の
後
家
、
前
々
代
斉
政
世
子
後
家
の
三
人

は
、
嘉
永
六
年
に
名
前
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
縦
列
③
に
加
え
て
い
る
。

　
「
御
規
式
之
次
第
」
に
は
御
城
使
を
送
る
人
物
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、大
き
く
「
姫

君
様
方
」「
御
両
卿
方
」「
御
三
家
方
」「
御
簾
中
方
」「
加
賀
中
納
言
始
御
由
緒
之

方
々
」「
松
平
阿
波
守
・
松
平
三
河
守
・
松
平
確
堂
」「
松
平
筑
前
守
妻
始
御
由
緒
之

方
々
」
と
い
う
表
記
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
元
日
の
み
御
城
使
を
送
る
五
人
が

お
り
、「
不
時
献
上
」
の
み
を
行
う
人
物
が
四
人
い
る
。「
御
両
卿
方
」
と
い
う
の
は
、

御
三
卿
の
田
安
家
・
一
橋
家
・
清
水
家
の
う
ち
、
清
水
家
は
こ
の
当
時
、
当
主
が
不

在
で
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
の
呼
び
方
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
御
両
卿
方
」
と
「
御

三
家
方
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
主
を
退
い
て
隠
居
の
身
分
と
な
っ
た
人
物
が
含
ま
れ

て
い
る
。「
御
簾
中
方
」
は
、
御
三
家
・
御
三
卿
の
正
妻
を
い
う
呼
び
方
で
あ
る
が
、

と
も
に
隠
居
の
配
偶
者
の
名
前
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
〈
表
1
〉
に
は
、
大
奥

勤
め
を
行
う
人
物
の
括
り
方
と
し
て
、
①
将
軍
息
女
・
養
女
、
②
御
三
家
と
そ
の
御

簾
中
、
③
御
三
卿
と
そ
の
御
簾
中
、
④
加
賀
中
納
言
始
御
由
緒
の
方
々
（
由
緒
（
）、

⑤
松
平
阿
波
守
・
松
平
三
河
守
・
松
平
確
堂
（
由
緒
（
）、
⑥
松
平
筑
前
守
妻
始
御

由
緒
の
方
々
（
由
緒
3
）、
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
。
さ
ら
に
、
元
日
の
み

御
城
使
を
送
る
人
物
五
人
を
⑦
、
不
時
献
上
の
み
を
行
う
人
物
四
人
を
⑧
と
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
を
確
認
し
、
由
緒
を
捉
え
る
こ
と
で
、
大

奥
勤
め
を
行
う
主
体
を
見
渡
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

① 

の
将
軍
息
女
・
養
女
は
婚
姻
後
も
将
軍
家
の
家
族
と
し
て
処
遇
さ
れ
、
大
奥

の
行
事
に
は
御
城
使
を
送
り
挨
拶
・
献
上
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
み
ず
か
ら
登
城
し

て
儀
礼
に
参
列
す
る
こ
と
も
あ
る
。「
御
規
式
之
次
第
」
に
は
六
人
の
名
前
が
あ
る

が
、
こ
の
う
ち
浅
姫
・
溶
姫
・
末
姫
・
喜
代
姫
・
永
姫
の
五
人
は
十
一
代
将
軍
家
斉

の
息
女
で
あ
り
、
精
姫
は
十
二
代
将
軍
家
慶
の
養
女
で
あ
る
。
嘉
永
六
年
の
時
点
で

は
将
軍
家
慶
の
養
女
に
も
う
一
人
、
線
姫
が
み
え
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
安
政
三
年

に
病
没
し
て
お
り
、「
御
規
式
之
次
第
」
に
名
前
は
な
い
。

　

② 

の
御
三
家
・
御
簾
中
、
お
よ
び
③
の
御
三
卿
・
御
簾
中
の
欄
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
表
記
に
該
当
す
る
当
主
・
正
妻
、
お
よ
び
隠
居
の
名
前
を
示
し
た
。
以
上
、
①
②

③
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
将
軍
家
の
家
族
、
お
よ
び
分
家
の
メ
ン
バ
ー
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
④
の
加
賀
中
納
言
始
御
由
緒
の
人
々
を
「
由
緒
（
」
と
し
た
。

加
賀
中
納
言
は
加
賀
藩
前
田
家
当
主
斉
泰
で
あ
る
。
こ
の
欄
を
含
め
て
原
文
に
官
職

が
記
さ
れ
た
人
物
は
、
藩
名
と
名
字
・
名
前
の
記
載
に
改
め
た
。
④
の
由
緒
（
の

人
々
は
①
と
照
合
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
将
軍
息
女
が
嫁
い
だ
先
の
大
名

家
の
当
主
と
し
て
、
そ
の
由
緒
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
永
姫
の
嫁
ぎ

先
で
あ
る
一
橋
家
の
当
主
一
橋
慶
喜
に
つ
い
て
は
、
③
に
含
め
て
い
る
の
で
、
④
の

メ
ン
バ
ー
は
五
人
と
な
る
。

　

次
い
で
⑤
の
松
平
阿
波
守
・
松
平
三
河
守
・
松
平
確
堂
の
三
人
を
「
由
緒
（
」
と

し
た
。
由
緒
（
の
人
々
は
、
い
ず
れ
も
先
代
の
将
軍
の
子
息
や
孫
に
あ
た
る
。
こ
れ

を
確
認
す
る
と
、
徳
島
藩
蜂
須
賀
斉
裕
（
松
平
阿
波
守
と
表
記
）
は
、
十
一
代
将
軍

家
斉
の
二
十
二
男
で
蜂
須
賀
家
を
継
い
で
い
る
。
津
山
藩
松
平
確
堂
は
将
軍
家
斉

十
四
男
で
、
津
山
藩
松
平
家
を
継
ぎ
、
当
時
は
隠
居
の
立
場
に
あ
る
。
津
山
藩
松
平

慶
倫
（
松
平
三
河
守
と
表
記
）
は
、
確
堂
の
養
子
と
な
り
襲
封
し
た
人
物
で
あ
る
。

こ
れ
ら
将
軍
の
子
息
や
孫
は
、
将
軍
の
息
女
と
養
女
が
婚
姻
後
も
将
軍
家
の
家
族
と
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し
て
処
遇
さ
れ
る
の
と
は
違
い
、
臣
下
と
な
っ
た
こ
と
で
由
緒
の
序
列
が
下
が
っ
て

い
る
。

　

続
い
て
⑥
の
松
平
筑
前
守
妻
始
御
由
緒
の
人
々
を
「
由
緒
3
」
と
し
た
。
松
平
筑

前
守
妻
は
、
加
賀
藩
前
田
斉
泰
嫡
子
慶
寧
の
正
妻
崇
で
あ
る
。
前
田
慶
寧
正
妻
以

下
、
⑥
の
由
緒
3
に
並
ぶ
二
一
人
は
全
員
、
藩
主
の
正
妻
お
よ
び
前
代
藩
主
の
後
家

の
立
場
の
女
性
た
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
由
緒
は
将
軍
息
女
や
子
息
が
縁
付
い
た
大
名

家
の
当
代
、
お
よ
び
後
代
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
将
軍
息
女
や
子
息
と

婚
姻
関
係
が
生
ま
れ
た
大
名
家
で
は
、
基
本
的
に
当
代
の
み
な
ら
ず
後
代
の
正
妻
に

も
そ
の
由
緒
が
引
き
継
が
れ
、
大
奥
勤
め
を
許
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
〈
表

1
〉
で
、
嘉
永
六
年
将
軍
家
定
の
代
替
わ
り
に
御
城
使
を
派
遣
し
た
人
物
に
福
井
藩

松
平
慶
永
妻
勇
が
お
り
、
由
緒
3
に
含
ま
れ
る
立
場
で
あ
る
が
、「
御
規
式
之
次
第
」

に
は
名
前
が
み
え
な
い
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

⑦
の
五
人
は
、
①
の
将
軍
息
女
・
養
女
と
⑤
の
将
軍
子
息
の
血
筋
に
連
な
る
将

軍
の
孫
娘
で
あ
る
。
水
戸
慶
篤
娘
隋
姫
は
、
将
軍
家
慶
娘
線
姫
の
娘
で
あ
る
。
尾
張

故
斉
荘
娘
釧
姫
・
松
平
確
堂
娘
微
之
・
尾
張
故
斉
荘
娘
松
平
上
総
介
妻
利
姫
は
、
将

軍
家
斉
の
孫
娘
に
あ
た
る
。
松
平
肥
前
守
娘
酒
井
故
雅
楽
頭
妻
貢
喜
光
院
と
あ
る
の

は
、
姫
路
藩
主
酒
井
忠
宝
妻
喜
光
院
で
、
養
母
は
将
軍
家
斉
娘
喜
代
姫
で
あ
る
。
こ

の
由
緒
の
人
々
の
大
奥
勤
め
は
⑥
ま
で
と
異
な
り
、
元
日
の
祝
儀
に
一
度
だ
け
御
城

使
で
献
物
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
⑧
の
四
人
は
、
将
軍
息
女
が
嫁
い
だ
先
の
大
名
当
主
と
嫡
子
、
お
よ
び
後

代
の
大
名
当
主
で
あ
る
。
将
軍
家
と
の
関
係
で
は
⑥
の
由
緒
3
の
女
性
た
ち
と
並
ぶ

こ
と
に
な
る
が
、
由
緒
3
に
は
多
く
の
正
妻
や
後
家
が
い
る
の
に
対
し
て
、
大
名
当

主
で
後
代
に
将
軍
家
と
の
婚
姻
関
係
の
由
緒
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
は
、
薩
摩
藩

島
津
斉
彬
・
仙
台
藩
伊
達
慶
邦
・
高
松
藩
松
平
頼
胤
の
三
人
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点

は
幕
府
の
方
針
が
あ
っ
て
限
定
さ
れ
た
も
の
か
、
大
名
家
の
側
で
後
代
の
引
継
ぎ
の

手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
の
か
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
な
お
こ
の
三
人
は
御
城
使

に
よ
る
献
物
は
定
例
の
年
中
行
事
に
は
な
く
、
年
に
数
度
の
「
不
時
献
上
」
の
み
を

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
幕
末
の
安
政
年
間
の
「
御
規
式
之
次
第
」
に
よ
り
、
江
戸
城
大
奥
へ
御
城

使
を
送
り
大
奥
勤
め
を
行
う
人
物
を
確
認
し
た
。
全
体
を
見
渡
し
て
そ
の
特
徴
を
整

理
す
れ
ば
、
将
軍
家
の
姻
戚
に
あ
た
る
大
名
家
の
人
々
の
集
合
体
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
つ
ま
り
徳
川
将
軍
家
は
子
女
の
縁
組
に
よ
り
生
ま
れ
た
大
名
家
と
の
親
族
関

係
を
、
大
奥
勤
め
を
課
す
こ
と
に
よ
り
大
名
家
に
由
緒
を
与
え
、
維
持
し
て
き
た

の
で
あ
る
。
将
軍
の
息
女
・
養
女
は
婚
家
に
あ
っ
て
大
奥
勤
め
を
行
う
中
心
で
あ
る

が
、
婚
家
の
当
主
、
お
よ
び
御
三
家
・
御
三
卿
の
当
主
も
大
奥
勤
め
の
中
心
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
大
奥
勤
め
は
正
妻
を
基
本
と
し
た
儀
礼
勤
め
と
い
う
性
格
の
も

の
で
は
な
い
と
わ
か
る
。
た
だ
し
将
軍
の
子
女
と
の
縁
組
に
よ
り
生
ま
れ
た
大
名
家

の
由
緒
は
、
と
く
に
後
代
の
正
妻
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
姻
戚
大
名
家
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
長
く
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
奥
勤
め
は
当
家
の

代
替
わ
り
に
関
わ
り
な
く
、
当
人
の
存
命
中
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た

め
尾
張
徳
川
家
で
当
主
慶
勝
と
御
簾
中
矩
姫
の
ほ
か
、
隠
居
の
御
簾
中
貞
慎
院
が
大

奥
勤
め
を
行
っ
て
い
た
よ
う
に
、
一
つ
の
大
名
家
で
複
数
の
人
物
の
大
奥
勤
め
が
続

く
時
期
が
あ
っ
た

（
（1
（

。

　

安
政
年
間
の
大
奥
勤
め
の
主
体
は
、
大
名
家
の
数
で
は
二
七
家
で
あ
り
、
人
物
は

お
よ
そ
五
〇
人
で
あ
る
。
全
大
名
家
の
一
割
ほ
ど
に
過
ぎ
ず
、
幕
末
に
は
将
軍
家
斉

が
子
宝
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
増
え
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
極
め
て

限
定
的
で
権
威
的
な
儀
礼
勤
め
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
と
連
動
し
て
、
御
城
使

を
務
め
る
奥
女
中
も
人
数
が
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
仕
え
る
主
人
の
名
誉
と
当
家

の
権
威
を
背
負
う
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
2
）
開
始
と
継
続
・
中
断

　

前
項
で
は
、
大
奥
勤
め
を
行
う
主
体
は
基
本
的
に
は
、
大
名
家
に
縁
付
い
た
将
軍

息
女
・
養
女
・
子
息
と
当
家
の
人
々
で
あ
り
、
そ
の
由
緒
が
後
代
の
当
主
や
正
妻
に

及
ぶ
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
将
軍
の
息
女
・
養
女
・
子
息
た
ち
は



200

国立歴史民俗博物館研究報告
第 235集　2022年 9月

縁
付
い
た
大
名
家
で
、
生
家
の
将
軍
家
大
奥
へ
御
城
使
を
介
し
て
贈
答
行
為
を
開
始

す
る
。
こ
れ
に
伴
い
配
偶
者
や
当
代
の
大
名
当
主
・
正
妻
に
将
軍
家
の
親
族
の
立
場

で
大
奥
勤
め
が
許
さ
れ
、
さ
ら
に
後
代
の
当
主
や
正
妻
に
引
き
継
が
れ
る
も
の
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
御
三
家
・
御
三
卿
は
歴
代
の
将
軍
子
女
の
縁
組
の
中
心
で
あ
る

の
で
、
大
奥
勤
め
の
開
始
と
継
承
に
つ
い
て
検
証
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
諸
大

名
家
の
大
奥
勤
め
に
つ
い
て
開
始
の
契
機
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
先
行
研
究
で
は
、

将
軍
子
女
の
縁
組
に
始
ま
る
原
則
を
超
え
る
例
が
見
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
整

理
し
て
大
奥
勤
め
が
開
始
さ
れ
た
背
景
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

仙
台
藩
伊
達
家
は
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
大
奥
勤
め
が
継
続
さ
れ
た
大
名
家
で
あ

る
。
そ
の
契
機
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）、
初
代
当
主
伊
達
政
宗
の
世
子
忠
宗
と

二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
養
女
振
姫
と
の
縁
組
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
六
代
宗
村
が
八
代

将
軍
吉
宗
養
女
温
子
（
利
根
姫
）
を
正
妻
に
迎
え
た
が
、
振
姫
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ

た
大
奥
勤
め
は
伊
達
家
に
特
別
な
由
緒
を
も
た
ら
し
、
歴
代
の
当
主
と
正
妻
に
引
き

継
が
れ
、
幕
末
の
十
三
代
慶
邦
ま
で
続
い
た
。
な
お
、
振
姫
の
由
緒
は
当
代
の
当
主

政
宗
の
正
妻
愛
姫
に
も
及
び
、
愛
姫
は
将
軍
秀
忠
お
よ
び
家
光
の
代
に
大
奥
へ
御
城

使
を
送
り
、
将
軍
か
ら
拝
領
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
（1
（

。
伊
達
家
は
正
徳
六

年
（
一
七
一
六
）
六
月
十
四
日
、幕
府
に
正
妻
の
献
物
に
関
し
て
報
告
を
行
っ
た
際
、

開
始
の
時
期
を
「
曾
祖
父
忠
宗
奥
方
ヨ
リ
」
と
し
て
、
二
代
当
主
忠
宗
の
正
妻
振
姫

に
始
ま
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
当
主
の
代
数
で
み
れ
ば
初
代
を
開
始
の
時
期
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

将
軍
の
孫
娘
の
立
場
で
大
奥
勤
め
を
行
っ
た
例
と
し
て
、
八
代
将
軍
吉
宗
養
女
で

島
津
家
五
代
継
豊
に
嫁
い
だ
菊
姫
の
娘
、
竹
姫
が
い
る
。
竹
姫
は
福
岡
藩
主
黒
田
重

政
と
の
婚
姻
に
際
し
て
大
奥
勤
め
を
許
さ
れ
て
い
た

（
（1
（

。
幕
末
の
安
政
年
間
に
は
、

〈
表
1
〉
⑦
の
五
人
が
将
軍
孫
娘
の
由
緒
で
大
奥
勤
め
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

将
軍
孫
娘
は
近
世
後
期
以
降
、
大
奥
勤
め
を
行
う
対
象
と
し
て
定
着
し
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。

　

将
軍
の
曾
孫
の
由
緒
を
も
っ
て
一
代
限
り
の
大
奥
勤
め
を
許
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

彦
根
藩
井
伊
家
十
代
直
幸
世
子
直
富
の
正
妻
詮
子
（
守
真
院
）
は
、
仙
台
藩
伊
達
家

七
代
重
村
の
娘
で
あ
る
。
祖
母
の
温
子
（
利
根
姫
・
雲
松
院
）
は
八
代
将
軍
吉
宗
の

養
女
と
し
て
六
代
宗
村
に
嫁
い
で
い
た
。
そ
こ
で
父
重
村
は
、
婚
礼
に
際
し
て
将
軍

家
に
連
な
る
由
緒
を
根
拠
に
大
奥
勤
め
を
内
願
し
、
こ
れ
に
よ
り
詮
子
は
御
城
使
を

置
い
て
献
物
を
行
う
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
11
（

。
守
真
院
は
重
村
正
妻
観
心
院

（
近
衛
氏
）
か
ら
生
ま
れ
た
伊
達
家
の
嫡
女
で
も
あ
り
、
重
村
は
嫁
ぐ
娘
に
対
し
て

伊
達
家
の
由
緒
と
格
式
を
受
け
継
が
せ
よ
う
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

御
三
卿
の
子
息
が
養
子
先
の
大
名
家
か
ら
御
城
使
を
遣
わ
し
て
大
奥
勤
め
を
行
う

こ
と
を
認
め
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
一
橋
家
初
代
宗
尹
の
五
男
隼
之
介
（
治
之
）
は
宝

暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）、
筑
前
福
岡
藩
黒
田
継
高
の
養
子
と
な
っ
た
が
、
こ
の
年

に
父
の
宗
尹
が
願
い
出
て
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（
1（
（

。
た
だ
し
隼
之
介
の
大
奥
勤
め

は
一
代
限
り
と
す
る
条
件
を
つ
け
ら
れ
た
。
実
際
に
相
続
前
に
没
し
た
隼
之
介
、
お

よ
び
次
の
養
子
の
雅
之
介
に
代
わ
り
一
橋
家
か
ら
黒
田
家
へ
再
度
養
子
入
り
し
た
官

兵
衛
に
つ
い
て
は
、
一
橋
家
か
ら
幕
府
老
中
へ
の
再
三
の
要
望
に
対
し
て
、
御
三
卿

の
次
三
男
の
養
子
先
か
ら
の
大
奥
勤
め
は
二
代
目
か
ら
は
取
り
や
め
と
す
る
規
定
が

あ
る
こ
と
を
事
由
に
、
却
下
さ
れ
て
い
る
。
大
奥
勤
め
は
黒
田
家
側
が
一
橋
家
に
交

渉
を
託
し
た
も
の
で
、
黒
田
家
は
大
奥
勤
め
を
行
う
家
の
由
緒
に
強
い
執
着
を
も
っ

て
い
た
が
、
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
老
中
の
指
示
か
ら
す
れ
ば
、
幕
府
の
方
針
と
し

て
、
将
軍
の
孫
の
代
の
大
奥
勤
め
は
一
代
に
限
る
も
の
と
し
、
こ
の
原
則
は
大
奥
勤

め
を
行
う
主
体
に
制
限
を
加
え
る
も
の
と
し
て
貫
徹
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
血
筋
に
と
ど
ま
ら
な
い
由
緒
で
始
ま
っ
た
大
奥
勤
め
が
あ

る
。
薩
摩
藩
島
津
家
正
妻
の
大
奥
勤
め
は
、
四
代
当
主
吉
貴
の
正
妻
福
姫
の
代
か
ら

開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
契
機
は
三
代
当
主
綱
貴
の
二
女
亀
姫
と
公
家
の
近
衛
家
久
と

の
縁
組
に
あ
っ
た

（
11
（

。
近
衛
家
久
と
将
軍
御
台
所
熙
子
と
の
甥
・
叔
母
関
係
に
よ
り
、

御
台
所
の
身
内
に
姻
戚
関
係
が
拡
大
さ
れ
、
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
点

で
特
異
な
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。　

　

鳥
取
藩
池
田
家
の
場
合
は
、『
因
府
年
表

（
11
（

』
の
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
八
月
の
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記
載
に
、
三
代
当
主
吉
泰
の
正
妻
敬
姫
（
加
賀
藩
前
田
綱
紀
娘
）
が
御
城
使
に
よ
る

大
奥
勤
め
を
開
始
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
に
は
初
代
当
主
光
仲
正
妻
で

あ
っ
た
芳
心
院
（
紀
伊
徳
川
初
代
頼
宣
娘
）
の
依
頼
に
よ
り
、
紀
伊
徳
川
家
二
代
光

貞
正
妻
安
之
宮
が
仲
介
し
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
11
（

。
つ
ま
り
敬
姫
の
大

奥
勤
め
は
将
軍
家
と
の
縁
故
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
紀
伊
徳
川
家
の
出
身
で
あ
る

芳
心
院
が
、
婚
家
の
鳥
取
池
田
家
に
対
し
て
将
軍
家
と
の
関
係
に
基
づ
く
権
威
を
も

た
ら
そ
う
と
、
生
家
の
奥
向
に
仲
立
ち
を
頼
み
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
以
後
の
継

続
は
確
認
で
き
な
い
が
、
近
世
後
期
に
確
認
さ
れ
る
当
家
正
妻
の
大
奥
勤
め
に
つ
い

て
、
御
三
家
の
出
自
に
よ
る
も
の
で
将
軍
孫
娘
で
あ
る
こ
と
を
由
緒
と
し
て
い
た
、

と
す
る
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る

（
11
（

。

　

大
名
家
に
と
っ
て
大
奥
勤
め
に
励
む
核
心
は
、
将
軍
家
と
特
別
な
関
係
で
あ
る
由

緒
・
権
威
を
継
続
す
る
こ
と
に
あ
り
、
御
城
使
が
仲
介
す
る
奥
向
の
情
報
伝
達
ル
ー

ト
を
も
て
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
た
。
だ
が
、
大
名
家
の
側
か
ら
大
奥
勤
め
を
中
断

し
た
例
が
あ
る
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
当
時
の
儀
礼
勤
め
を
示
す
と
み
ら
れ
る

〈
表
1
〉
の
「
御
規
式
之
次
第
」
に
は
、
福
井
藩
松
平
家
当
主
慶
永
と
正
妻
勇
の
名

前
が
み
え
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
松
平
越
前
守
家
よ
り
は
倹
約
中
献
上
物
御

断
申
上
之
」
と
後
述
さ
れ
て
お
り

（
11
（

、
倹
約
中
で
あ
る
こ
と
を
事
由
に
こ
の
年
の
大

奥
勤
め
を
す
べ
て
辞
退
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
先
々
代
当
主
斉
承
の
正

妻
松
栄
院
は
、
十
一
代
将
軍
家
斉
の
息
女
の
立
場
に
よ
り
、
同
年
も
年
間
を
通
じ
て

大
奥
へ
御
城
使
を
送
り
献
物
を
行
っ
て
い
る
。

　

福
井
藩
松
平
家
は
慶
永
の
も
と
で
、
天
保
年
間
の
藩
政
改
革
の
折
に
、
奥
向
に
対

し
て
徹
底
的
な
緊
縮
策
を
と
っ
て
い
た
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
将
軍
家
定
の

代
替
わ
り
に
は
、〈
表
1
〉
に
示
し
た
よ
う
に
、
松
栄
院
だ
け
で
な
く
、
慶
永
正
妻

勇
も
家
定
の
も
と
に
御
城
使
を
送
り
祝
儀
の
献
上
を
し
た
が
、
な
お
藩
財
政
の
窮
迫

が
続
く
な
か
、
慶
永
は
翌
安
政
元
年
四
月
に
「
大
奥
」（
奥
向
奥
方
）
に
対
し
て
「
省

略
方
」
を
命
じ
た
。
こ
の
な
か
で
、
幕
府
へ
の
献
上
物
を
正
妻
勇
の
分
を
含
め
て
、

以
後
五
年
間
中
止
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
（
柳
沢
芙
美
子
氏
の
ご
教
示

に
よ
る
）。
優
先
す
る
べ
き
課
題
を
判
断
し
た
結
果
の
決
断
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　（

二
）
勤
め
の
中
身　
　
　

　

本
節
で
は
、「
御
規
式
之
次
第
」
に
記
さ
れ
た
大
奥
勤
め
の
儀
礼
の
中
身
を
検
討

す
る
。〈
表
1
〉
の
横
軸
に
は
、
御
城
使
が
登
城
す
る
年
間
の
行
事
・
儀
式
の
名
称

を
示
し
た
。
一
月
は
元
日
の
年
始
之
御
祝
儀
に
始
ま
り
、
二
日
か
ら
六
日
ま
で
祝
儀

が
続
く
が
、
年
始
の
祝
儀
と
し
て
一
括
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
奥
勤
め
と
し
て
行

う
儀
礼
の
数
は
全
部
で
二
〇
と
な
る
。
全
体
の
構
造
は
、
Ａ
表
向
と
同
様
の
年
中
行

事
、
Ｂ
表
向
の
主
従
儀
礼
で
あ
る「
月
次
御
礼
」に
対
応
し
た「
当
日
之
御
祝
儀
」（
表

（
に
「
当
日
之
御
祝
儀
」
は
正
月
十
五
日
の
み
記
載
し
た
）、
Ｃ
不
時
の
献
上
儀
礼
、

の
三
つ
に
区
分
で
き
る
。

　

Ａ
の
年
中
行
事
は
、
元
日
の
年
始
之
御
祝
儀
に
始
ま
り
、
一
月
七
日
に
若
菜
、
三

月
三
日
に
上
巳
、
四
月
十
五
日
に
将
軍
家
定
の
誕
生
日
が
あ
る

（
11
（

。
五
月
は
二
日
と

五
日
に
端
午
の
祝
儀
が
行
わ
れ
る
。
六
月
は
一
日
に
氷
室
の
氷
、
十
六
日
に
嘉
定

（
嘉
祥
）
御
祝
儀
が
あ
り
、
六
月
中
の
土
用
入
に
は
暑
中
御
機
嫌
伺
が
行
わ
れ
る
。

七
月
は
七
日
に
七
夕
、
十
五
日
に
中
元
が
あ
り
、
八
月
は
一
日
に
八
朔
、
十
五
日
に

月
見
が
催
さ
れ
る
。
九
月
は
七
日
と
九
日
に
重
陽
、
十
三
日
に
月
見
が
あ
り
、
そ
の

後
十
二
月
に
入
り
十
三
日
に
煤
納
式
、
二
十
一
日
と
二
十
八
日
に
歳
暮
、
こ
の
間
の

入
寒
の
折
に
寒
中
御
機
嫌
伺
が
行
わ
れ
る
。
全
部
で
一
七
の
行
事
を
数
え
る
が
、
二

日
に
わ
た
り
登
城
が
あ
る
端
午
・
重
陽
・
歳
暮
の
祝
儀
は
事
前
に
献
物
が
届
け
ら

れ
、
当
日
は
口
上
で
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

以
上
の
う
ち
、
一
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
の
年
始
、
四
月
十
五
日
の
将
軍
誕
生

日
、
八
月
十
五
日
と
九
月
十
三
日
の
月
見
に
つ
い
て
は
、
姫
君
付
き
の
御
城
使
の
み

登
城
し
た
。
こ
れ
ら
を
除
い
て
、
御
両
卿
と
御
三
家
の
御
城
使
は
ほ
ぼ
全
部
の
行
事

に
登
城
す
る
が
、
由
緒
①
以
下
の
グ
ル
ー
プ
で
は
登
城
し
な
い
行
事
が
あ
る
。
由
緒

②
の
グ
ル
ー
プ
で
み
る
と
、
元
日
の
年
始
、
三
月
三
日
の
上
巳
、
五
月
二
日
と
五
日

の
端
午
、
六
月
の
土
用
入
り
、
七
月
十
五
日
の
中
元
、
九
月
七
日
と
九
日
の
重
陽
、
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十
二
月
二
十
一
日
と
二
十
八
日
の
歳
暮
、
お
よ
び
寒
中
の
御
祝
儀
が
御
城
使
の
登
城

日
で
あ
る
。
仙
台
藩
伊
達
家
の
正
妻
を
例
に
関
係
史
料
を
当
た
っ
て
み
る
と
、
四
代

当
主
綱
村
の
正
妻
仙
姫
の
代
に
は
四
時
（
年
始
・
土
用
・
寒
中
・
歳
暮
）、
五
節
句
、

不
時
の
献
物
お
よ
び
守
札
の
献
上
が
行
わ
れ
て
い
る

（
11
（

。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）

十
三
代
慶
邦
の
代
替
わ
り
に
際
し
て
幕
府
に
届
け
ら
れ
た
「
年
中
献
上
」
も
同
じ
内

容
で
あ
る

（
11
（

。「
御
規
式
之
次
第
」
に
み
え
る
八
朔
で
の
献
上
は
な
い
が
、
中
元
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
夏
の
時
期
の
儀
礼
が
幕
末
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な

い
。
と
も
あ
れ
、
年
中
行
事
に
お
け
る
儀
礼
は
十
七
世
紀
後
期
か
ら
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず

に
一
貫
し
て
続
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

B
の「
当
日
之
御
祝
儀
」と
は
、
表
向
で
大
名
が
定
期
的
に
将
軍
に
拝
謁
す
る「
月

次
御
礼
」
の
行
事
に
対
応
し
た
大
奥
の
祝
儀
で
あ
る
。「
御
規
式
之
次
第
」
の
説
明

に
よ
れ
ば
、
大
奥
御
殿
向
の
御
座
之
間
に
お
い
て
、
御
目
見
え
以
上
の
職
階
の
大
奥

女
中
が
将
軍
と
御
台
所
に
拝
謁
す
る
、
恒
例
化
し
た
行
事
で
あ
る
。
将
軍
と
御
台
所

が
対
顔
し
て
当
日
の
祝
儀
を
述
べ
、
次
い
で
上
臈
年
寄
・
老
女
を
始
め
、
詰
合
の
役

女
中
か
ら
の
挨
拶
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
に
将
軍
息
女
、
御
両
卿
、
御
三
卿
御
簾
中

方
、
御
三
家
、
御
三
家
御
簾
中
方
、
加
賀
中
納
言
始
御
由
緒
の
方
の
順
序
で
、
御
城

使
が
召
し
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
儀
を
述
べ
る
。
こ
の
「
当
日
之
御
祝
儀
」
は
一
月

十
五
日
に
始
ま
り
、
二
月
・
三
月
・
四
月
・
五
月
・
九
月
・
十
月
・
十
一
月
・
十
二

月
は
一
日
・
十
五
日
・
二
十
八
日
の
三
回
あ
り
、
六
月
・
七
月
は
一
日
と
二
十
八
日

の
二
回
、
一
月
・
八
月
は
十
五
日
と
二
十
八
日
の
二
回
行
わ
れ
る
。
一
月
十
一
日
に

は
、
表
向
で
「
具
足
之
御
祝
」
と
称
し
て
鎧
兜
を
飾
る
祝
儀
に
対
応
し
て
、
大
奥
で

祝
儀
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
日
は
将
軍
息
女
の
御
城
使
の
み
が
召
し
出
さ
れ
て
、
挨
拶

を
行
う
。
こ
れ
以
外
の
御
城
使
の
登
城
は
な
く
、「
以
御
書
仰
上
」
と
あ
る
よ
う
に

呈
書
が
届
け
ら
れ
た
。
呈
書
を
届
け
る
の
に
御
城
使
の
表
記
は
み
え
な
い
の
で
、
お

そ
ら
く
奥
向
の
男
性
役
人
が
登
城
し
て
届
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る

（
11
（

。

　

Ｃ
の
不
時
の
献
上
儀
礼
は
、
④
の
由
緒
（
の
人
々
と
、
⑦
の
人
物
が
対
象
と
さ
れ

た
が
、
い
ず
れ
も
将
軍
息
女
や
養
女
を
娶
っ
た
大
名
当
主
、
お
よ
び
後
代
の
当
主
で

あ
る
。
加
賀
前
田
斉
泰
の
場
合
は
、
毎
年
三
月
頃
、
参
府
の
節
、
十
二
月
頃
に
、
御

城
使
を
送
り
献
物
を
行
い
、
六
月
頃
、
七
月
頃
、
十
一
月
頃
は
「
溶
姫
君
御
伝
」
で

献
物
を
行
う
。「
溶
姫
君
御
伝
」
と
い
う
の
は
、
斉
泰
正
妻
で
将
軍
家
斉
息
女
溶
姫

の
登
城
に
合
わ
せ
て
献
物
を
届
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
前
田
斉
泰
嫡
子
慶
寧
も
四

月
頃
に
献
物
を
行
う
ほ
か
、「
姫
君
様
御
伝
」
で
参
府
の
節
に
献
物
を
行
う
。
献
物

の
中
身
は
、
伊
達
慶
邦
の
場
合
、
土
用
前
に
天
花
粉
一
箱
・
干
金
海
鼠
一
箱
、
七
月

頃
に
鈴
虫
一
箱
と
口
上
書
、
十
月
頃
に
当
座
子
籠
鮭
、
寒
前
に
貫
之
紙
・
雪
輪
紋
杉

原
紙
一
箱
・
鮭
鮎
一
桶
、
十
二
月
に
塩
瀬
饅
頭
一
組
・
毫
一
箱
と
口
上
書
を
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　

以
上
、
大
奥
勤
め
の
中
心
的
な
儀
礼
を
確
認
し
御
城
使
の
登
城
日
を
み
て
き
た

が
、
こ
の
ほ
か
御
城
使
を
遣
わ
し
て
行
う
儀
礼
勤
め
と
し
て
、
不
定
期
の
献
上
と
挨

拶
が
あ
っ
た
。
将
軍
家
の
慶
弔
行
事
、
す
な
わ
ち
代
替
り
や
出
産
・
婚
礼
・
葬
儀
・

法
事
に
際
し
て
、
御
城
使
を
使
者
と
し
て
献
物
を
行
い
、
御
目
見
え
の
後
に
口
上
を

述
べ
る
も
の
で
、
そ
の
後
拝
領
物
が
あ
る
。〈
表
1
〉
の
嘉
永
六
年
将
軍
家
定
の
代

替
わ
り
に
際
し
て
登
城
し
た
御
城
使
を
み
る
と
、
将
軍
息
女
と
由
緒
③
の
人
々
は
ほ

ぼ
揃
っ
て
御
城
使
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
御
三
卿
・
御
三
家
は
全
メ
ン
バ
ー
で
は
な

い
。
ま
た
、
由
緒
①
②
の
人
々
が
み
え
な
い
こ
と
か
ら
、
定
例
の
大
奥
勤
め
と
様
相

が
異
な
っ
て
い
る
。

　

登
城
し
た
御
城
使
は
、
献
上
と
口
上
を
行
う
の
が
役
目
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し

て
拝
領
物
や
召
出
（
将
軍
お
よ
び
御
台
所
・
世
子
な
ど
へ
の
拝
謁
）
が
あ
る
場
合
は
、

〈
表
1
〉
に
記
号
で
示
し
た
。
縦
軸
の
大
奥
勤
め
の
主
体
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
御

城
使
の
任
務
は
仕
え
る
主
人
の
将
軍
家
と
の
由
緒
に
よ
り
、
年
間
の
登
城
回
数
、
献

上
や
口
上
の
回
数
に
差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
将
軍
姫
君
付
き
の
御
城
使
の
登

城
は
頻
繁
で
あ
る
が
、
江
戸
城
大
奥
か
ら
婚
家
に
付
き
従
っ
た
老
女
で
あ
る
の
で
、

城
内
で
の
作
法
に
迷
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。　

　

以
上
、
御
城
使
が
登
城
す
る
大
奥
勤
め
の
儀
礼
の
全
体
を
見
渡
す
と
、
Ａ
と
Ｂ
は

基
本
的
に
大
名
当
主
が
登
城
す
る
幕
府
表
向
の
儀
礼
と
同
様
の
儀
式
で
あ
る
。
つ
ま
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り
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
空
間
で
あ
る
江
戸
城
大
奥
御
殿
向
で
は
、
表
向
行
事
に
対
応

し
た
行
事
・
儀
式
が
執
行
さ
れ
、
こ
の
場
に
幕
末
に
は
、
三
○
近
い
大
名
家
か
ら
御

城
使
が
当
主
や
正
妻
の
使
者
と
し
て
参
集
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

❷
御
城
使
の
選
任
と
役
務

（
一
）
御
城
使
の
選
任

　

御
城
使
は
奥
女
中
の
職
階
の
最
高
位
で
あ
る
上
臈
、
も
し
く
は
老
女
に
課
さ
れ
た

役
務
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
職
位
に
あ
る
誰
も
が
担
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
人
物

が
見
定
め
ら
れ
て
複
数
名
が
選
任
さ
れ
、
就
任
中
は
役
料
を
追
加
さ
れ
た
。
本
節
で

は
、
こ
う
し
た
御
城
使
の
選
任
に
関
わ
る
事
柄
を
検
討
し
て
み
る
。

　

仙
台
藩
伊
達
家
で
は
、
御
城
使
は
十
八
世
紀
後
期
に
は
、
大
上
臈
・
小
上
臈
が
担

う
任
務
と
さ
れ
て
い
た

（
1（
（

。
こ
の
時
期
、
奥
女
中
に
対
し
て
勤
務
の
心
得
を
伝
え
る

た
め
に
作
成
さ
れ
た
『
御
奥
方
格
式

（
11
（

』
に
は
、
巻
四
に
「
一
役
切
小
役
係
り
等
の

事
」
と
題
し
て
、
役
職
ご
と
の
務
め
の
中
身
を
定
め
て
い
る
。
奥
女
中
の
組
織
は
当

時
、
正
妻
専
従
の
役
職
で
あ
っ
た
大
上
臈
・
小
上
臈
を
最
上
位
に
置
き
、
そ
の
下
に

当
主
と
正
妻
の
双
方
に
仕
え
る
役
職
と
し
て
、
老
女
を
筆
頭
に
、
役
方
は
若
年
寄
・

表
使
・
御
錠
口
番
・
御
右
筆
・
御
使
番
を
、
側
方
は
御
中
臈
・
若
キ
衆
・
御
小
姓
を

置
き
、
さ
ら
に
御
次
・
呉
服
之
間
・
御
三
之
間
・
御
末
頭
・
中
居
頭
・
御
中
居
・
御

茶
之
間
な
ど
、
全
体
で
十
六
の
職
階
を
設
け
て
い
た
。

　

こ
の
う
ち
大
上
臈
・
小
上
臈
の
職
務
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、「
御
城
使
等
勤
候

人
ハ
、
御
城
向
御
用
他
所
御
懸
合
事
等
、
吟
味
い
た
し
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
て

「
其
人
ニ
寄
可
被
仰
付
候
事
」
と
い
う
但
し
書
き
が
あ
る
。
御
城
使
が
務
め
る
「
御

城
向
御
用
」
は
、
江
戸
城
へ
使
者
と
な
る
任
務
で
あ
り
、「
他
所
御
懸
合
事
」
は
、

親
族
大
名
家
へ
の
使
者
を
務
め
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
上
臈
・
小
上
臈
の
う
ち
、

御
城
使
と
な
る
者
は
、
奥
向
が
担
当
す
る
外
交
役
割
の
す
べ
て
に
関
わ
り
、
主
導
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
力
量
を
備
え
る
適
任
者
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　

御
城
使
に
就
任
中
は
、
役
職
に
基
づ
く
給
与
に
加
え
て
、
追
加
の
給
与
を
支
給
さ

れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
紀
伊
徳
川
家
や
尾
張
徳
川
家
に
残
る
史
料
か
ら
実
態

が
知
ら
れ
る
。
紀
伊
徳
川
家
で
家
臣
の
人
事
を
記
録
し
た
『
附
込
帳
』
に
は
、
奥
女

中
の
人
事
を
記
し
た
「
女
中
」
の
項
目
が
あ
り
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
以
降
の

御
城
使
の
任
免
が
記
録
さ
れ
て
い
る

（
11
（

。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
は
、
幼
少
の

十
三
代
菊
千
代
（
慶
福
、
後
の
一
四
代
将
軍
家
茂
）
の
老
女
を
務
め
る
戸
山
に
対
し

て
、
切
米
四
〇
石
・
合
力
金
二
〇
両
・
五
人
扶
持
の
給
与
に
加
え
て
、「
御
城
江
之

御
使
相
勤
候
」
と
い
う
名
目
で
年
間
三
〇
両
の
追
加
支
給
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、

十
二
代
斉
彊
御
簾
中
で
あ
る
観
如
院
付
き
の
御
年
寄
花
井
に
切
米
三
〇
石
・
合
力
金

十
五
両
・
四
人
扶
持
の
給
与
に
加
え
て
、
同
様
に
「
御
城
江
之
御
使
相
勤
候
」
と
い

う
名
目
で
年
間
金
二
〇
両
の
支
給
を
定
め
て
い
る

（
11
（

。
新
た
に
御
城
使
を
命
じ
ら
れ

た
老
女
二
人
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
三
〇
両
と
二
〇
両
が
加
増
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

両
者
の
金
額
の
差
は
、当
主
付
き
と
隠
居
の
御
簾
中
付
き
で
登
城
の
頻
度
が
異
な
り
、

仕
事
量
に
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

尾
張
徳
川
家
で
も
、
御
城
使
に
任
じ
ら
れ
た
上
臈
・
老
女
に
対
し
て
就
任
中
、

三
〇
両
の
合
力
金
が
追
加
さ
れ
た
ほ
か
、
御
使
番
に
対
し
て
も
「
御
城
使
付
添
」
の

手
当
と
し
て
二
両
二
分
が
加
増
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
畑
尚
子
氏

は
、
上
臈
や
老
女
の
退
職
手
当
に
つ
い
て
も
、
御
城
使
の
任
務
の
有
無
に
よ
り
、
同

じ
三
〇
年
以
上
の
勤
務
を
積
ん
だ
者
で
二
割
近
く
の
格
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
検
証
し

て
い
る

（
11
（

。
御
城
使
を
務
め
た
キ
ャ
リ
ア
は
奥
女
中
の
履
歴
上
に
大
き
く
評
価
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
畑
氏
は
、
三
〇
両
の
合
力
金
の
性
格
を
「
大
奥
と
の
交
際
は
贈
答
な
ど
金

銭
的
負
担
が
多
い
の
で
、
自
分
の
裁
量
で
使
え
る
よ
う
に
支
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
」と
述
べ
て
い
る

（
11
（

。
奥
女
中
は
役
替
え
や
年
間
を
通
じ
た
当
家
の
祝
儀
に
際
し
て
、

贈
答
を
行
う
慣
習
が
あ
り
、
仙
台
藩
伊
達
家
に
お
い
て
も
、
上
層
の
役
職
ほ
ど
交
際

費
が
嵩
ん
で
い
た
実
情
が
あ
っ
た

（
11
（

。
御
城
使
に
就
任
中
は
江
戸
城
大
奥
女
中
と
も
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新
た
な
贈
答
が
発
生
し
、
登
城
の
支
度
を
含
め
て
支
出
は
多
額
に
上
っ
て
い
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
加
増
は
こ
う
し
た
出
費
に
配
慮
し
た
側
面
が
あ
っ
た
と
み

ら
れ
る
。

　

一
方
、
御
城
使
の
人
事
は
、
将
軍
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
江
戸
城
大

奥
の
人
事
記
録
で
あ
る
「
女
中
帳

（
11
（

」
に
は
、
大
奥
女
中
だ
け
で
な
く
、
大
名
家
か

ら
派
遣
さ
れ
る
御
城
使
の
異
動
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
将
軍
付
き
老
女
の
願
書
に

よ
り
、
月
番
老
中
が
将
軍
に
伺
い
を
出
し
、
将
軍
が
許
可
す
る
旨
の
付
札
が
な
さ
れ

て
、
返
答
が
下
っ
た
。
担
当
者
の
変
更
を
そ
の
都
度
、
将
軍
家
に
届
け
さ
せ
た
の
は
、

ひ
と
つ
に
は
登
城
を
許
可
す
る
た
め
の
身
元
確
認
の
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
11
（

。

だ
が
そ
れ
以
上
に
、
福
田
千
鶴
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
御
城
使
の
人
事
に
将
軍
の

許
可
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る

（
11
（

。
人
事
は
ま
ず
は
大
名
家
の
奥
向
か

ら
、
前
代
の
正
妻
が
大
奥
老
女
の
も
と
に
申
請
す
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

薩
摩
藩
島
津
家
で
は
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
四
月
、
継
豊
と
婚
礼
を
挙
げ
た
皆
姫

に
対
し
て
、
四
代
吉
貴
正
妻
福
姫
が
江
戸
城
大
奥
老
女
に
御
城
使
を
願
い
出
て
、
許

可
さ
れ
た

（
1（
（

。
大
名
当
主
の
代
替
わ
り
や
、
正
妻
の
死
亡
や
離
縁
に
よ
り
途
絶
え
た

大
奥
勤
め
を
再
開
す
る
に
は
、
当
主
か
ら
幕
府
の
表
向
に
申
請
が
行
わ
れ
た
。
一
例

と
し
て
、
仙
台
藩
伊
達
家
十
三
代
慶
邦
は
先
代
の
後
家
で
あ
る
栄
心
院
の
御
城
使
を

継
続
す
る
た
め
、
表
向
役
人
の
公
義
使
（
他
藩
の
留
守
居
に
相
当
す
る
）
を
江
戸
城

に
派
遣
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
祖
母
の
十
一
代
斉
義
後
家
真
明
院
の
手
続
き
を
例
に

掲
げ
て
伺
い
を
立
て
、
認
め
ら
れ
た

（
11
（

。
大
名
家
の
表
向
・
奥
向
の
役
人
人
事
が
当

家
で
完
結
す
る
の
に
対
し
て
、
御
城
使
の
新
任
や
継
続
に
最
終
的
に
将
軍
の
裁
可
を

必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
大
名
当
主
や
そ
の
家
族
の
使
者
と
し
て
将
軍
の
も
と
に
派
遣

さ
れ
る
役
割
の
重
要
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
御
城
使
が
江
戸
城
大
奥
女
中
と
同

様
に
将
軍
家
に
仕
え
る
身
分
と
さ
れ
て
い
た
側
面
を
示
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

（
二
）
役
方
女
中
の
分
掌
と
協
同

　

大
奥
勤
め
の
使
者
と
な
る
御
城
使
の
任
務
は
、
登
城
す
る
上
臈
や
老
女
に
加
え

て
、
役
方
の
奥
女
中
が
分
掌
す
る
こ
と
に
よ
り
遂
行
さ
れ
た
。
仙
台
藩
伊
達
家
の
奥

女
中
の
職
務
規
定
と
し
て
、
表
使
・
御
右
筆
・
御
使
番
に
対
し
て
御
城
使
へ
の
関
与

を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る

（
11
（

。
前
述
し
た
『
御
奥
方
格
式
』
に
収
録
さ
れ

た
「
一
役
切
小
役
係
り
等
の
事
」
に
は
表
使
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
都
而
外
様
向
諸

格
式
諸
願
諸
向
〆
り
可
相
勤
候
事
」
と
あ
る
。「
外
様
向
」
と
は
、
伊
達
家
と
関
係

す
る
江
戸
城
大
奥
、
お
よ
び
大
名
家
奥
向
を
指
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
他
家
と
の
外
交

に
関
わ
る
実
務
を
担
う
の
が
表
使
の
役
目
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
御
右
筆
は
「
御
城

方
、
他
所
文
通
」
を
主
要
な
職
務
と
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
城
お
よ
び
大
名
家
へ
届
け

る
書
状
の
作
成
を
担
当
す
る
。
御
使
番
は
御
右
筆
部
屋
へ
の
勤
務
を
定
め
ら
れ
て
お

り
、「
御
城
其
外
他
所
文
通
取
次
致
」
と
あ
る
の
で
、
江
戸
城
お
よ
び
他
家
と
の
文

通
の
取
次
を
行
う
。
ま
た
衣
装
を
定
め
る
項
目
に
、
御
城
使
の
登
城
に
随
伴
す
る
と

あ
る
。
前
項
で
尾
張
徳
川
家
の
御
使
番
が
「
御
城
使
付
添
」
に
任
命
さ
れ
て
い
た
の

は
、
同
家
で
も
御
使
番
の
職
務
に
御
城
使
の
登
城
の
随
伴
を
規
定
し
て
い
た
こ
と
に

な
ろ
う

（
11
（

。

　

御
城
使
に
役
方
の
奥
女
中
の
役
割
が
定
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
実
際
に
登
城
や
献

上
品
の
準
備
に
人
手
や
労
力
を
要
し
、
役
職
間
の
連
携
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
点
は
御
城
使
に
対
す
る
慰
労
の
場
面
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
伊
達
家

で
十
二
代
斉
邦
正
妻
の
徽
子
（
綏
姫
・
栄
心
院
）
が
大
御
所
家
斉
の
没
後
四
七
日
の

法
要
儀
礼
を
終
え
た
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
二
月
二
十
八
日
、
奥
女
中
の
慰
労

が
行
わ
れ
、
御
城
使
と
し
て
登
城
を
重
ね
た
老
女
の
小
野
田
に
は「
御
城
使
骨
折
候
」

と
し
て
銀
子
二
枚
、
同
じ
く
老
女
の
多
仲
に
は
「
同
役
共
へ
心
を
添
え
骨
折
候
」
と

し
て
金
四
〇
〇
疋
が
下
さ
れ
た
ほ
か
、
御
右
筆
之
間
と
御
使
番
に
対
し
て
、「
品
々

同
断
骨
折
」
と
し
て
合
わ
せ
て
金
一
両
二
朱
が
下
さ
れ
た

（
11
（

。
御
城
使
の
任
務
に
は

こ
の
ほ
か
表
使
が
関
わ
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
名
前
は
な
い
。
と
も
あ
れ
登
城

す
る
老
女
を
中
心
に
、
御
右
筆
・
御
使
番
な
ど
役
方
の
奥
女
中
が
任
務
に
加
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
法
要
儀
礼
を
無
事
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
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御
城
使
は
仕
え
る
主
人
の
将
軍
家
と
の
由
緒
に
基
づ
い
て
、
登
城
と
献
物
の
回
数

に
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
章
で
確
認
し
た
。
将
軍
の
息
女
・
養
女
で
あ
る
正
妻
付

き
に
次
い
で
、
御
三
卿
・
御
三
家
と
そ
の
御
簾
中
、
ま
た
加
賀
中
納
言
以
下
の
大
名

家
の
御
城
使
は
、
月
に
数
度
の
定
例
の
大
奥
勤
に
加
え
て
、
慶
弔
儀
礼
が
重
な
れ
ば

登
城
は
月
に
十
日
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
そ
の
都
度
、
献
上
の
準
備
と
点
検
を
行

い
、
衣
装
・
化
粧
・
髪
形
な
ど
登
城
の
支
度
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
規
式
の

礼
法
を
わ
き
ま
え
、
粗
相
な
く
振
る
舞
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
献
上
の
作
法
は
、
慣

例
を
引
き
継
ぐ
側
面
は
大
き
い
が
、
現
場
で
経
験
を
積
み
な
が
ら
身
に
付
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
御
城
使
は
こ
の
よ
う
に
、
役
務
に
対
す
る
特
別
な
知
識
と
役
割
を
果
た

す
能
力
、
お
よ
び
努
力
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
点
で
極
め
て
キ
ャ
リ

ア
性
の
高
い
任
務
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
役
方
の
奥
女
中
が
役
務
を
分
掌
し
協
同

す
る
、
い
わ
ば
チ
ー
ム
と
し
て
の
御
城
使
の
経
験
は
、
奥
女
中
の
組
織
に
次
の
世
代

の
御
城
使
を
育
成
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

❸
登
城
と
儀
礼
の
作
法　
　
　

（
一
）
行
列
の
態
勢

　

御
城
使
の
登
城
、
お
よ
び
儀
礼
の
作
法
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。

　

仙
台
藩
伊
達
家
五
代
吉
村
が
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
九
月
、
奉
行
（
他
藩
の
家

老
に
相
当
す
る
家
臣
の
最
重
職
）
の
遠
藤
守
信
に
宛
て
た
文
書
（
控
）
の
中
に
、
御

城
使
の
登
城
の
様
子
を
伝
え
る
記
述
が
あ
る

（
11
（

。
こ
の
文
書
は
、
遠
藤
が
倹
約
と
衣

服
の
制
に
関
し
て
提
出
し
た
意
見
書
に
対
し
て
、
吉
村
が
返
答
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
前
略
）
此
方
様
ハ
結
構
成
事
と
申
居
候
と
、
両
人
被
申
候
間
、
脇
々
ハ
如
何

様
ニ
只
今
迄
御
座
候
哉
と
承
り
候
へ
ハ
、
何
も
女
中
使
之
乗
物
も
、
ま
き
へ

に
め
つ
き
の
金
物
打
、
と
ん
す
し
ゅ
ち
ん
の
袋
か
け
候
、
対
の
挟
箱
長
刀
も

た
せ
不
申
候
ハ
無
之
候
、
其
上
は
し
た
様
の
歩
女
迄
も
、
さ
や
ち
り
め
ん
の

た
て
染
の
小
袖
に
而
召
連
候
、
此
方
様
ハ
、
青
し
つ
の
乗
物
ニ
、
長
刀
は
さ

み
箱
も
無
之
か
と
覚
候
、
歩
女
も
も
め
ん
ヲ
御
き
せ
被
成
候
、
こ
と
の
ほ
か

御
城
ニ
而
も
、
前
ニ
ハ
笑
候
も
の
共
、
俄
ほ
め
上
候
と
て
被
申
候
（
後
略
）

　

吉
村
の
も
と
に
享
保
六
年
夏
、
幕
府
留
守
居
の
松
前
嘉
広
と
島
田
政
辰
が
訪
れ
、

談
話
の
な
か
で
女
中
の
衣
服
に
つ
い
て
話
題
に
な
っ
た
。
伊
達
家
の
御
城
使
の
供
廻

り
の
衣
装
が
従
来
、
他
家
に
比
べ
て
質
素
で
あ
る
こ
と
を
、
島
津
吉
貴
（
薩
摩
藩
島

津
家
当
主
）
や
浅
野
吉
長
（
広
島
藩
浅
野
家
当
主
）
な
ど
が
「
結
構
成
事
」
と
述
べ

て
い
る
と
言
う
の
で
、
吉
村
は
松
前
と
島
田
に
対
し
て
、
他
家
の
御
城
使
は
ど
の
よ

う
な
様
子
か
と
尋
ね
た
。
か
れ
ら
の
説
明
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
の
御
城
使
も
登
城
の

行
列
は
乗
物
・
長
刀
・
挟
箱
・
歩
女
が
揃
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
乗
物
は

御
城
使
を
務
め
る
奥
女
中
が
使
用
す
る
駕
籠
で
あ
る
が
、
蒔
絵
を
施
し
、
鍍
金
の
金

具
を
打
ち
、
外
側
に
は
緞
子
や
繻
珍
の
覆
い
を
か
け
る
豪
華
な
意
匠
で
、
こ
の
前
後

に
二
荷
一
組
の
挟
箱
と
、
長
刀
な
ど
の
道
具
類
が
揃
え
ら
れ
た
。
ま
た
御
城
使
に
は

御
使
番
が
随
伴
し
た
が
、
ほ
か
に
「
歩
女
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
の
供
廻
り
が
何
人
か

従
っ
て
お
り
、
そ
の
衣
服
は
、
紗
綾
形
（
さ
や
が
た
）
の
模
様
を
織
り
出
し
た
縮
緬

地
を
伊
達
染
に
し
た
華
や
か
な
小
袖
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
名
の
定
例
の
登
城
日
の
行
列
で
は
、
江
戸
町
人
を
中
間
や
足
軽
に
雇
用
す
る
な

ど
し
て
、
多
く
の
従
者
を
揃
え
、
権
威
の
象
徴
と
し
て
目
立
た
せ
て
い
た
が
、
乗
物
・

長
刀
・
挟
箱
・
歩
女
の
隊
列
か
ら
な
る
御
城
使
の
登
城
も
、
規
模
は
小
さ
い
な
が
ら

も
、
大
名
当
主
や
正
妻
の
名
誉
と
権
威
を
誇
示
す
る
行
列
と
な
っ
て
い
た
様
子
が
知

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
伊
達
家
の
隊
列
に
つ
い
て
は
、
他
家
と
は
異
な
り
、
乗
物
は
青

漆
で
仕
上
げ
ら
れ
、
長
刀
や
挟
箱
を
従
者
に
担
が
せ
る
こ
と
は
な
く
、
歩
女
の
衣
服

も
木
綿
地
を
用
い
た
地
味
な
仕
立
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
以
前
は
江
戸
城
の
者

た
ち
か
ら
、
見
苦
し
い
と
嘲
笑
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
享
保
年
間
当
時
、
吉

宗
に
よ
る
倹
約
政
策
の
中
に
あ
っ
て
、
伊
達
家
の
質
素
な
供
廻
り
は
俄
か
に
称
揚
さ

れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、
吉
村
は
松
前
と
島
田
か
ら
伝
え
聞
い
た
の
で
あ
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る
。
な
お
、
こ
の
史
料
の
記
述
を
は
じ
め
、
検
討
し
た
限
り
で
は
、
御
城
使
の
行
列

に
対
し
て
幕
府
の
規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
た
様
子
は
窺
え
な
い
。

　

入
城
に
は
平
川
門
が
使
わ
れ
た
。
下
梅
林
門
、
上
梅
林
門
を
通
っ
て
広
敷
御
門

に
到
り
、
大
奥
の
玄
関
か
ら
上
が
る
と
、
御
錠
口
を
通
り
、
大
奥
御
殿
向
へ
入
る

（
11
（

。

平
川
門
を
入
っ
て
広
敷
御
門
ま
で
の
経
路
は
、
大
奥
に
呈
書
を
届
け
る
男
性
家
臣
た

ち
が
通
行
す
る
ル
ー
ト
で
も
あ
り
、
許
可
証
と
な
る
門
札
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
っ
た

（
11
（

。
大
名
当
主
の
定
例
の
登
城
に
は
大
手
門
と
内
桜
田
門
が
使
わ
れ
、『
江
戸

城
年
始
登
城
風
景
図
屏
風
』
に
は
行
列
目
当
て
の
大
勢
の
見
物
人
で
に
ぎ
わ
う
様
子

が
描
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
門
前
は
江
戸
を
訪
れ
る
人
々
の
名
所
と
な
っ
て
い
た
様
相

が
分
析
さ
れ
て
い
る

（
11
（

。
平
川
門
の
門
前
も
、
規
模
は
小
さ
い
も
の
の
多
い
と
き
は

三
○
家
に
近
い
華
や
か
な
御
城
使
の
一
行
が
行
き
来
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
人
目
を

引
く
光
景
が
実
見
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

御
城
使
が
登
城
す
る
際
の
衣
装
や
髪
形
な
ど
は
、
個
々
の
年
中
行
事
や
季
節
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。
伊
達
家
の
『
御
奥
方
格
式
』
に
は
「
御
城
使
衣
裳
附
之
事
」

と
題
す
る
項
目
が
あ
り
、
こ
れ
を
整
理
し
た
の
が〈
表
2
〉で
あ
る

（
11
（

。
年
始
・
上
巳
・

端
午
・
七
夕
・
八
朔
・
重
陽
・
土
用
中
・
寒
中
と
い
う
式
日
ご
と
に
、
衣
装
や
髪

形
・
化
粧
に
決
ま
り
が
あ
り
、
忌
中
と
法
事
の
規
則
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
正
月
・

五
月
・
九
月
に
行
う
当
主
の
献
上
儀
礼
の
登
城
に
関
し
て
も
決
ま
り
が
あ
っ
た
。

　

年
始
に
は
綸
子
地
の
「
か
い
と
り
」（
掻
取
）
す
な
わ
ち
打
掛
を
羽
織
り
、
置
眉

を
し
て
、
髪
形
は
「
長
か
け
」
す
な
わ
ち
長
髢
を
付
け
る
。
次
い
で
上
巳
の
節
句
に

は
、「
あ
い
白
無
地
紅
大
紋
ニ
而
も
中
形
ニ
而
も
綸
子
か
い
と
り
」
と
あ
る
の
で
、

藍
白
と
呼
ば
れ
る
薄
い
水
色
の
無
地
の
小
袖
の
上
に
、
紅
色
で
大
形
か
中
形
の
文
様

を
施
し
た
綸
子
地
の
打
掛
を
羽
織
り
、
眉
を
描
い
て
、
長
髢
を
付
け
た
こ
と
が
わ
か

る
。
な
お
上
巳
に
限
り
、
紅
色
の
無
地
の
打
掛
で
も
よ
い
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

雛
祭
り
で
あ
る
こ
と
で
打
掛
に
紅
色
が
指
定
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
端
午
・
七

夕
・
八
朔
・
土
用
中
に
着
用
す
る
「
辻
」
と
い
う
の
は
、
夏
の
衣
装
で
、
文
様
の
あ

る
麻
の
単
衣
で
帷
子
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
忌
中
と
法
事
の
御
機
嫌
伺
に
は
、
間
着

表2　伊達家御城使の衣装

年始 綸子かいとり　眉　長かけ

上巳 あい白無地紅大紋か中形綸子かいとり　眉　長かけ

端午 辻　長かけ　眉

七夕 地白辻　眉　長かけ

八朔 地白辻　眉　長かけ

重陽 あい白綸子かいとり　眉　長かけ

土用中御機嫌伺 辻　眉なし　髷

寒中御機嫌伺 綸子かいとり　眉なし　髷

忌中御機嫌伺 あい着黄うこんか蒲かいとり紋付（自分紋所着用）　髷

法事御機嫌伺 あい着黄うこんか蒲かいとり綸子　眉なし　髷

正月・五月・九月御守御献上 春＝眉　髷　綸子かいとり　　　　夏＝眉　髷　辻

出典：高橋あけみ「『御奥方格式』について」［『仙台市博物館調査研究報告』3（・33 合併号，（0（3 年］
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（
打
掛
の
下
に
着
る
小
袖
）
の
上
に
黄
色
か
茶
系
色
の
打
掛
を
羽
織
る
も
の
と
さ
れ

た
。
置
眉
と
長
髢
は
、
節
句
と
八
朔
の
儀
礼
に
共
通
し
て
い
る
が
、
土
用
と
寒
中
、

お
よ
び
忌
中
・
法
事
の
御
機
嫌
伺
に
は
、
眉
を
置
か
ず
、
髪
は
髷
を
結
う
。
御
城
使

の
供
を
す
る
御
使
番
の
衣
裳
に
つ
い
て
も
記
載
が
あ
り
、
夏
は
晒
木
綿
地
に
家
紋
を

書
き
付
け
た
も
の
、
冬
は
黒
の
絹
地
に
家
紋
を
染
め
出
し
た
も
の
と
さ
れ
、
正
月
七

日
の
七
種
の
節
句
に
は
刺
繍
の
な
い
総
模
様
を
着
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
み
て
き
た
仙
台
藩
伊
達
家
の
御
城
使
の
衣
装
や
髪
形
・
化
粧
の
規
則
は
、
伊

達
家
の
式
日
に
老
女
に
対
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
装
い
と
変
わ
り
は
な
い
。
つ
ま
り

大
奥
勤
め
で
登
城
す
る
御
城
使
は
、
当
家
の
式
日
の
規
定
に
基
づ
い
た
衣
装
・
髪
形

で
臨
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
江
戸
城
大
奥
に
お
い
て
も
女
中
の
衣
装
は
、
伊
達
家
と

ほ
ぼ
同
様
の
種
類
と
色
の
決
ま
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
1（
（

。
老
女
に
の
み
綸
子
地

の
使
用
が
許
さ
れ
て
お
り
、
伊
達
家
の
御
城
使
と
大
奥
老
女
は
衣
装
に
変
わ
り
が
な

い
。
奥
女
中
の
礼
装
は
大
名
家
と
将
軍
家
の
別
な
く
、
役
職
に
基
づ
い
た
規
則
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
御
城
使
と
大
奥
老
女
は
髪
形
と
化
粧
も
含
め
て
同
じ

装
い
で
対
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。　
　

（
二
）
儀
礼
の
作
法　

（
1
）
献
上
と
口
上

　

大
奥
勤
め
の
定
例
の
行
事
で
登
城
し
た
御
城
使
は
、
将
軍
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対

し
て
、
大
奥
老
女
を
介
し
て
、
仕
え
る
主
人
か
ら
の
贈
り
物
を
献
上
し
、
併
せ
て
口

上
を
述
べ
る
の
が
本
務
で
あ
る
。
そ
の
段
取
り
に
つ
い
て
、
筆
者
は
前
稿
で
仙
台
藩

伊
達
斉
邦
正
妻
徽
子
（
栄
心
院
）
に
よ
る
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
五
月
の
端
午
の

節
句
を
取
り
上
げ
、
御
城
使
小
野
田
の
行
動
を
追
っ
た
。
小
野
田
は
五
月
二
日
に
将

軍
家
慶
へ
、端
午
の
祝
儀
と
し
て
時
服
二
・
干
鯛
一
箱
と
目
録
（
白
木
台
）
を
届
け
、

対
応
し
た
大
奥
老
女
の
花
嶋
へ
口
上
を
述
べ
た
。
こ
れ
と
併
せ
て
世
子
家
定
と
広
大

院
（
十
一
代
将
軍
家
斉
正
妻
）
へ
の
祝
儀
を
、
同
じ
く
花
嶋
へ
口
上
で
述
べ
た
。
こ

の
日
は
ま
た
、
三
者
へ
の
五
月
分
の
献
物
と
し
て
、
一
ノ
宮
（
塩
竈
神
社
）
の
守
札

一
箱
を
届
け
て
い
る
。
さ
ら
に
大
奥
の
将
軍
付
き
奥
女
中
へ
も
金
五
百
疋
ず
つ
を
届

け
た
。
五
月
五
日
の
端
午
節
句
の
当
日
は
、
小
野
田
は
登
城
し
て
将
軍
、
お
よ
び
家

定
・
広
大
院
に
対
す
る
挨
拶
と
し
て
、
老
女
花
嶋
へ
口
上
の
み
行
っ
て
い
る
。
こ
の

日
は
同
年
二
月
の
将
軍
家
の
喪
中
で
延
期
さ
れ
て
い
た
上
巳
の
儀
礼
も
併
せ
て
催
さ

れ
た
こ
と
で
、
小
野
田
は
将
軍
へ
の
干
鯛
一
箱
の
献
上
と
、
家
定
・
広
大
院
に
対
し

て
一
通
り
の
口
上
も
行
っ
た

（
11
（

。

　

福
田
千
鶴
氏
は
彦
根
藩
井
伊
家
の
守
真
院
に
よ
る
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
一

年
間
の
大
奥
勤
め
の
分
析
を
行
う
な
か
で
、
大
奥
女
中
と
の
間
で
登
城
の
時
刻
や
献

物
の
中
身
に
つ
い
て
事
前
に
確
認
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

（
11
（

。
御

城
使
を
迎
え
る
大
奥
側
に
と
っ
て
も
、
行
事
ご
と
に
登
城
の
人
数
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
対
面
す
る
時
刻
の
調
整
や
献
物
の
点
検
を
毎
度
必
要
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

五
節
句
な
ど
定
例
の
行
事
で
登
城
す
る
御
城
使
の
行
動
は
、
基
本
的
に
変
わ
り
は

な
い
と
い
え
る
。
そ
の
流
れ
を
整
理
す
る
と
、
将
軍
へ
献
上
す
る
品
物
と
そ
の
目
録

を
将
軍
付
き
老
女
に
進
呈
し
、
併
せ
て
口
上
を
老
女
に
対
し
て
述
べ
、
続
い
て
世
子
・

大
御
台
所
な
ど
へ
の
口
上
を
同
じ
く
将
軍
付
き
老
女
に
述
べ
る

（
11
（

。
こ
れ
に
対
し
て

老
女
か
ら
将
軍
の
「
仰
せ
」
が
述
べ
ら
れ
、
併
せ
て
本
日
の
勤
め
に
対
し
て
将
軍
か

ら
の
拝
領
が
あ
る
。
回
数
は
少
な
い
が
将
軍
・
御
台
所
へ
の
目
見
え
が
許
さ
れ
、
上

意
を
賜
り
、
料
理
を
頂
戴
す
る
こ
と
も
あ
る
。
最
後
に
御
城
使
は
自
ら
礼
を
述
べ
、

帰
館
す
る
と
主
人
に
報
告
し
た
。

（
2
）
年
始
御
礼
で
の
主
従
儀
礼　

　

大
奥
勤
め
の
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
元
日
の
年
始
御
礼
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
安

政
三
年
「
御
規
式
之
次
第
」
に
、
将
軍
お
よ
び
御
台
所
が
臨
む
儀
式
の
進
行
を
記
し

て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
御
城
使
の
動
き
を
再
現
し
て
み
よ
う
。

　

元
日
に
将
軍
は
、
表
向
で
催
さ
れ
る
年
始
御
礼
の
儀
式
を
終
え
た
後
、
大
奥
御
殿

向
へ
入
り
、
対
面
所
の
上
段
へ
着
座
し
て
、
祝
い
の
膳
（
ひ
れ
吸
物
・
盃
・
長
柄
・

加
・
松
立
肴
・
捨
土
器
）
に
着
く
。
そ
の
後
、
そ
の
場
で
御
台
所
と
対
顔
し
、
年
始
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の
祝
い
を
述
べ
る
。
こ
の
場
で
大
奥
女
中
の
上
臈
年
寄
か
ら
将
軍
へ
熨
斗
を
差
し
上

げ
、
御
台
所
に
膳
（
ひ
れ
吸
物
・
茶
良
臺
・
長
柄
・
加
・
押
・
捨
土
器
）
が
出
さ
れ

る
。
終
了
後
、
上
臈
年
寄
・
老
女
を
始
め
、
役
方
女
中
、
お
よ
び
御
目
見
え
以
上
の

奥
女
中
が
、
年
始
の
御
礼
を
述
べ
、
右
筆
よ
り
上
の
奥
女
中
に
は
御
流
が
下
さ
れ
る
。

続
い
て
、
将
軍
は
御
座
之
間
へ
移
り
、
祝
い
の
食
事
の
膳
（
雑
煮
・
香
の
物
・
吸
物
・

二
種
肴
・
酒
）
に
着
く
。
こ
の
と
き
御
台
所
の
女
使
と
、
姫
君
付
き
の
御
城
使
が
召

し
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
献
物
の
目
録
を
老
女
が
披
露
す
る
。
そ
の
後
、
次
之
間
で

上
臈
年
寄
・
老
女
を
始
め
、
側
向
女
中
、
お
よ
び
姫
君
付
き
の
御
城
使
、
医
師
ら
に

対
し
て
、
雑
煮
・
吸
物
の
「
御
余
」
が
下
さ
れ
る
。
な
お
姫
君
方
か
ら
の
献
物
（
小

盃
）
は
、
小
盆
で
御
座
之
間
の
御
縁
座
敷
へ
飾
ら
れ
、
上
臈
年
寄
・
老
女
以
下
の
奥

女
中
か
ら
の
差
上
物
は
、
二
之
間
の
敷
居
外
へ
置
か
れ
る
。

　

続
い
て
、
御
両
卿
方
・
御
三
家
方
・
御
簾
中
方
、
加
賀
中
納
言
始
御
由
緒
の
方
々

よ
り
遣
わ
さ
れ
た
御
城
使
た
ち
が
召
し
出
さ
れ
、
大
奥
老
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
献
物
の

目
録
を
披
露
す
る
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
御
城
使
に
対
し
て
、
老
女
が
御
使
座
敷
で

拝
領
物
（
鏡
餅
一
餝
一
種
充
を
奉
文
で
）
を
申
し
渡
す
。
そ
の
後
、
御
台
所
が
対
面

所
で
、
大
奥
の
上
臈
年
寄
・
老
女
始
役
々
、
御
目
見
え
以
上
の
分
か
ら
御
礼
を
請
け
、

御
流
を
下
す
。

　

安
政
三
年
元
日
に
登
城
し
た
御
城
使
は
、
将
軍
息
女
・
養
女
付
き
が
六
人
、
御
両

卿
と
そ
の
御
簾
中
付
き
が
五
人
、
御
三
家
と
そ
の
御
簾
中
付
き
が
七
人
、
そ
し
て
諸

大
名
家
で
は
加
賀
前
田
家
ほ
か
由
緒
大
名
付
き
が
二
十
八
人
で
、
合
計
四
十
六
人
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
将
軍
息
女
・
養
女
付
き
御
城
使
は
、
御
座
之
間
で
年
始
御
祝
の
膳

に
つ
く
将
軍
と
御
台
所
の
も
と
に
召
出
さ
れ
、
そ
の
場
で
差
上
物
が
老
女
か
ら
一
斉

に
披
露
さ
れ
、
御
座
之
間
へ
飾
ら
れ
た
。
そ
の
後
次
之
間
に
移
り
、
上
臈
年
寄
ら
大

奥
女
中
と
と
も
に
雑
煮
・
吸
物
の
余
り
物
の
膳
に
着
く
。
こ
れ
に
対
し
て
御
両
卿
・

御
三
家
と
そ
の
御
簾
中
、
お
よ
び
加
賀
前
田
家
以
下
の
御
城
使
た
ち
は
、
老
女
か
ら

目
録
で
献
物
を
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
御
使
座
敷
で
拝
領
物
を
下
さ
れ
る
。
元
日
は
こ

の
よ
う
に
、
由
緒
あ
る
大
名
家
の
御
城
使
す
べ
て
が
登
城
し
、
将
軍
と
御
台
所
に
拝

謁
し
、
同
席
で
そ
れ
ぞ
れ
の
献
物
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
一
斉
に
拝
領
物
を
受
領
し
た

の
で
あ
る
。

　

元
日
に
江
戸
城
表
向
の
大
広
間
で
催
さ
れ
る
年
始
儀
礼
に
お
い
て
は
、
大
名
が
家

格
に
よ
り
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
座
次
で
将
軍
に
直
接
拝
謁
し
、
祝
儀
の
酒
を
下
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
主
従
関
係
を
確
認
す
る
象
徴
的
な
儀
礼
が
執
り
行
わ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
大
奥
御
殿
向
で
は
、
将
軍
家
と
縁
戚
関
係
を
有
す
る
限
ら
れ
た
大
名
家
の

御
城
使
が
、
仕
え
る
主
人
の
使
者
と
し
て
参
列
し
、
主
人
の
由
緒
に
基
づ
き
、
将
軍

お
よ
び
御
台
所
へ
の
臣
従
と
序
列
を
確
認
す
る
儀
礼
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。

❹
御
城
使
と
江
戸
城
大
奥
女
中
の
連
携　

  　

　

第
二
章
で
は
大
奥
勤
め
の
使
者
と
な
る
御
城
使
の
役
割
が
、
役
方
の
女
中
の
協
同

で
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
、
御
城
使
を
迎
え
る
江
戸
城
大
奥

に
お
い
て
も
、
役
方
に
よ
る
仕
事
の
分
掌
と
連
携
に
よ
り
、
儀
礼
が
遂
行
さ
れ
た
。

大
奥
勤
め
を
支
え
る
女
中
の
職
掌
は
大
名
家
・
将
軍
家
の
双
方
で
シ
ス
テ
ム
化
し
て

い
た
が
、儀
礼
の
た
び
に
女
中
相
互
の
連
絡
や
確
認
も
な
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、

こ
う
し
た
江
戸
城
大
奥
に
お
け
る
役
方
女
中
の
協
同
の
様
相
、
お
よ
び
御
城
使
と
の

関
係
に
着
目
し
て
み
る
。

　

大
奥
勤
め
を
行
う
当
主
や
正
妻
は
、
歳
暮
を
は
じ
め
年
間
に
何
度
か
、
江
戸
城
大

奥
の
女
中
衆
へ
「
贈
物
」
を
行
う
慣
習
が
あ
っ
た
。
そ
の
名
前
の
書
き
上
げ
か
ら
、

当
家
と
大
奥
女
中
と
の
関
係
が
知
ら
れ
る
。〈
表
3
〉
は
、
仙
台
藩
伊
達
家
の
十
二

代
斉
邦
後
家
の
栄
心
院
が
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
二
月
二
十
一
日
に
歳
暮

の
贈
物
を
し
た
江
戸
城
大
奥
女
中
の
一
覧
で
あ
る
。
本
丸
の
将
軍
付
き
奥
女
中
は
、

万
里
小
路
を
筆
頭
に
老
女
七
人
、
御
客
応
答
三
人
、
表
使
八
人
、
右
筆
頭
二
人
、
右

筆
七
人
、
切
手
書
三
人
、
広
座
敷
頭
十
二
人
、
御
使
番
頭
十
五
人
の
合
計
五
十
七
人

が
贈
物
の
対
象
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
右
筆
頭
衆
ま
で
名
前
の
記
載
が
あ
る
の
は
、
伊

達
家
の
御
城
使
が
登
城
し
た
折
の
応
接
を
は
じ
め
、
日
ご
ろ
書
状
の
や
り
と
り
を
介
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し
て
互
い
に
認
識
す
る
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
奥
老
女
の
交
代
や
進
退
は

そ
の
都
度
、
名
前
の
書
き
替
え
を
指
示
す
る
連
絡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
控
え

る
帳
面
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
本
丸
大
奥
の
将
軍
付
き
女
中
の
う
ち

名
前
の
記
載
の
な
い
右
筆
・
切
手
書
・
広
座
敷
頭
・
御
使
番
頭
に
つ
い
て
は
、
個
別

に
認
識
す
る
関
係
に
は
な
い
が
伊
達
家
の
御
城
使
を
受
け
入
れ
る
仕
事
を
分
担
し
て

行
い
、
世
話
に
な
っ
て
い
た
者
た
ち
で
あ
ろ
う
。
広
大
院
付
き
で
は
老
女
四
人
と
表

使
三
人
が
直
接
知
る
関
係
に
あ
り
、
ほ
か
に
右
筆
と
御
使
番
頭
の
世
話
に
な
っ
て
い

た
。
世
子
家
祥
（
十
三
代
家
定
）
付
き
の
奥
女
中
で
は
御
客
応
答
の
歌
山
の
み
交
流

が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
広
座
敷
頭
と
御
使
番
頭
の
世
話
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
大
奥
女
中
は
職
制
上
、
御
城
使
へ
の
対
応
を
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確

認
し
て
お
こ
う
。
御
年
寄
と
も
呼
ば
れ
た
老
女
は
、
大
奥
を
取
り
仕
切
る
権
力
者
で

あ
り
、
登
城
し
た
御
城
使
に
直
接
対
面
し
、
献
物
と
挨
拶
を
請
け
、
将
軍
や
御
台
所

に
取
り
次
ぐ
の
が
役
割
で
あ
る
。
御
客
応
答
は
、
登
城
し
た
御
城
使
の
接
待
に
あ
た

る
ほ
か
、
御
目
見
え
を
取
次
ぎ
、
御
城
使
に
饗
応
が
あ
る
際
は
陪
食
す
る
こ
と
が
あ

る
（
11
（

。
表
使
は
、
老
女
の
指
示
を
受
け
、
諸
家
の
御
城
使
か
ら
の
伺
い
に
書
状
で
対

応
す
る
。
右
筆
は
、
書
状
を
作
成
す
る
ほ
か
、
献
物
の
点
検
な
ど
を
行
う
。
御
広
座

敷
は
、
御
城
使
の
膳
部
の
世
話
を
す
る
の
が
役
割
で
あ
り
、
切
手
書
と
御
使
番
は
と

も
に
広
敷
向
の
境
界
で
出
入
り
を
管
理
す
る
。
つ
ま
り
伊
達
家
の
栄
心
院
が
進
物
の

対
象
と
し
た
大
奥
女
中
は
す
べ
て
、
当
家
の
御
城
使
に
個
別
に
応
対
し
、
と
き
に
指

導
・
助
言
を
行
い
、
御
城
使
の
任
務
の
遂
行
を
支
え
る
こ
と
を
役
割
と
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

大
奥
女
中
の
な
か
で
も
表
使
は
と
り
わ
け
御
城
使
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
役
職

で
あ
る
。
老
女
の
指
示
の
も
と
に
御
城
使
に
対
し
て
個
別
に
相
談
に
応
じ
、
指
南
を

行
う
実
務
の
中
心
を
担
っ
て
い
た

（
11
（

。
伊
達
家
の
栄
心
院
に
よ
る
歳
暮
の
進
物
か
ら
、

伊
達
家
の
御
城
使
と
江
戸
城
大
奥
の
表
使
と
の
関
係
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
表
使

の
梶
尾
に
対
し
て
、
通
常
の
贈
物
の
ほ
か
に
白
銀
三
枚
を
別
個
に
謝
礼
と
し
て
届
け

て
い
た
が
、
そ
れ
は
伊
達
家
の
献
上
品
で
あ
る
鮮
鯛
の
用
意
を
梶
尾
に
依
頼
し
た
こ

老女衆　　
（金 500 匹）

御客応答衆
（金 300 匹）

表使衆　　
（金 300 匹）

右筆頭衆　
（金 300 匹）

右筆衆　　
（金 （00 匹）

切手書衆　
（金 （00 匹）

広座敷頭衆
（金 （00 匹）

御使番頭衆
（金 （00 匹）

将軍家慶付 万里小路 志賀山 嶋田 河野 7 人 3 人 （（ 人 （5 人

姉小路 浜浦 小倉 浜田

浜岡 花沢 浦瀬

瀬山 梶尾

滝沢 谷浦

梅田 小山

花嶋 岩田

織江

広大院付 花町 関川 4 人 4 人　

梅浜 岩山

芝山 田村

浪浦

世子家祥付 歌山 （ 人 7 人

表３　伊達家栄心院（12代斉宗後家）から大奥女中への贈物（天保12年12月 21日）

出典：「陸奥国仙台藩（伊達氏）文書」48・乙・（（9「天保十二年十二月小御記録」十二月二十一日条。
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と
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
世
話
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
11
（

。

　

一
方
、
御
城
使
は
江
戸
城
大
奥
で
他
家
の
御
城
使
と
交
流
す
る
い
っ
と
き
を
も
っ

て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
姫
君
付
き
の
御
城
使
は
大
奥
女
中
の
身
分
で
あ
る
の

で
、
控
所
と
さ
れ
た
大
奥
御
殿
向
の
千
鳥
之
間
は
、
い
わ
ば
古
巣
の
職
場
で
あ
っ

た
。
御
三
卿
、
御
三
家
を
は
じ
め
、
諸
大
名
の
御
城
使
に
も
控
所
が
あ
り
、
懇
談
と

情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
大
名
家
に
も
た
ら
さ

れ
る
情
報
の
多
く
は
表
向
の
留
守
居
役
を
介
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

御
城
使
に
同
職
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
た
情
報
の
共
有
が
な
か
っ
た
か
、
今
後

検
討
す
べ
き
事
柄
の
一
つ
と
な
る
。

❺
御
城
使
と
表
向
・
奥
向
家
臣
の
協
業　

（
一
）
献
上
の
準
備
に
お
け
る
協
業

　

大
奥
勤
め
を
支
え
る
御
城
使
の
仕
事
に
奥
向
に
仕
え
る
男
性
役
人
、
さ
ら
に
表
向

の
男
性
役
人
が
加
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
本
章
で
は
御
城
使
と
男
性
役
人
の
協
業
が

生
ま
れ
た
背
景
、
お
よ
び
仕
事
の
分
掌
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

奥
向
奥
方
の
事
務
や
警
備
を
担
当
す
る
広
敷
向
の
男
性
役
人
や
、
藩
主
の
側
廻

り
を
担
当
す
る
奥
向
表
方
の
男
性
役
人
と
奥
女
中
が
接
触
す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
近
年
の
研
究
で
具
体
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
11
（

。
福
田
千
鶴
氏
は
大

奥
勤
め
を
支
え
た
奥
向
・
表
向
の
男
性
役
人
の
役
割
を
、
鳥
取
藩
池
田
家
八
代
斉

稷
の
世
子
斉
衆
に
関
す
る
日
記
の
分
析
を
行
い
、
明
ら
か
に
し
て
い
る

（
11
（

。
斉
衆

（
一
八
一
二
︱
一
八
二
六
）
は
将
軍
徳
川
家
斉
の
十
二
男
と
し
て
誕
生
し
、
文
化

十
四
年
（
一
八
一
七
）
五
歳
で
池
田
斉
稷
の
養
子
と
な
っ
た
。
元
服
前
の
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）、
斉
衆
は
自
身
の
由
緒
に
基
づ
い
て
、
江
戸
城
大
奥
へ
御
城
使
を
遣
わ

し
献
物
と
挨
拶
を
行
う
大
奥
勤
め
を
許
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
の
歳
暮
か
ら
表
向
で

の
献
上
も
開
始
し
た
。
斉
衆
の
御
城
使
を
務
め
た
の
は
、
養
子
入
り
に
際
し
て
江
戸

城
大
奥
か
ら
付
き
従
っ
た
奥
女
中
の
う
ち
、「
御
守
」（
お
も
り
）
の
二
人
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
元
服
前
の
将
軍
子
息
に
仕
え
る
奥
女
中
の
組
織
に
あ
っ
て
老
女

が
御
守
を
任
務
と
さ
れ
、
そ
し
て
御
城
使
を
務
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
福
田
氏

に
よ
れ
ば
、
定
例
の
儀
式
で
の
献
上
と
挨
拶
は
御
城
使
が
行
い
、
上
文
や
請
文
、
礼

文
の
作
成
を
含
め
て
実
務
を
担
っ
た
の
は
、
奥
向
の
男
性
役
人
で
小
取
次
と
も
呼
ば

れ
た
勤
役
で
あ
る
。
献
物
に
つ
い
て
は
当
主
の
斉
稷
か
ら
奥
向
の
男
性
役
人
で
あ
る

守
役
に
対
し
て
、
物
資
を
調
達
す
る
表
向
の
賄
方
と
の
連
携
や
、
表
向
の
留
守
居
・

勘
定
吟
味
役
へ
の
相
談
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
留
守
居
が
準
備
し
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
奥
勤
め
と
互
酬
の
関
係
で
行
わ
れ
た
拝
領
物
の
上

使
の
派
遣
に
際
し
て
、
留
守
居
を
は
じ
め
表
向
の
役
人
は
、
上
使
の
出
迎
え
や
案
内

役
な
ど
を
担
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
奥
向
の
儀
礼
行
為
で
あ
る
大
奥
勤
め
の
遂

行
に
表
向
・
奥
向
の
男
性
役
人
の
関
与
が
明
確
に
捉
え
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
た

だ
し
、
御
城
使
の
任
務
に
な
ぜ
表
向
・
奥
向
の
男
性
役
人
が
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
、
そ
の
事
情
や
背
景
を
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
献
物
の
準
備
を
中
心
に
実
務
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
大
奥

勤
め
の
献
物
の
準
備
に
賄
方
や
留
守
居
・
勘
定
吟
味
役
の
関
与
が
み
ら
れ
た
の
は
、

池
田
家
に
お
い
て
献
物
を
表
向
・
奥
向
で
統
合
し
て
準
備
す
る
方
策
が
採
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
。
大
奥
勤
め
は
池
田
家
が
幕
府
に
対
し
て
行
う
公
式
の
献
上
儀
礼
の
中
に

組
み
こ
ま
れ
、
表
向
で
儀
礼
準
備
を
担
当
す
る
役
人
の
掌
握
す
る
事
項
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
大
奥
勤
め
の
通
常
の
準
備
と
は
異
な
る
も
の
と
い
え
る
。

　

紀
州
徳
川
家
で
奥
向
に
お
け
る
贈
答
を
検
証
し
た
山
下
奈
津
子
氏
に
よ
れ
ば
、

十
一
代
斉
順
の
時
代
、
贈
答
に
用
い
る
魚
な
ど
の
生
鮮
品
の
調
達
は
、
奥
女
中
組
織

の
な
か
で
、
御
右
筆
間
が
一
手
に
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
11
（

。

前
章
で
は
、
天
保
十
二
年
の
仙
台
藩
伊
達
家
栄
心
院
に
よ
る
大
奥
勤
め
を
取
り
上

げ
、
献
上
す
る
鮮
鯛
の
用
意
に
江
戸
城
大
奥
の
女
中
で
あ
る
表
使
の
世
話
に
な
っ
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
大
名
家
奥
向
奥
方
か
ら
将
軍
家
へ
の
献
物
は
、
江

戸
城
大
奥
で
女
中
に
よ
り
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
例
を
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紀
州
徳
川
家
の
例
と
併
せ
れ
ば
、
奥
向
の
儀
礼
に
お
い
て
献
物
の
用
意
は
本
来
、
奥

女
中
の
職
掌
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
斉
衆
に
よ
る
大
奥
勤
め
で
献
物
の
準
備
を
は
じ
め
と
し
て
、
男

性
役
人
が
実
務
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
斉
衆
が
当
時
元
服
前
の
十
一
歳
の
少
年
で
あ

り
、
奥
女
中
の
組
織
に
役
方
の
実
務
を
担
う
女
中
を
欠
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

斉
衆
に
仕
え
る
奥
女
中
は
幕
府
か
ら
守
役
と
な
る
老
女
二
人
と
次
女
中
五
人
が
付
け

ら
れ
た
ほ
か
、
池
田
家
か
ら
当
主
と
兼
職
の
年
寄
と
、
側
・
三
の
間
・
中
居
・
使
番
・

半
下
な
ど
が
加
え
ら
れ
た
。
守
役
を
務
め
る
老
女
の
配
下
に
側
廻
り
の
役
職
と
下
働

き
専
従
の
女
中
が
置
か
れ
た
だ
け
の
構
成
で
あ
る
の
は
、
元
服
前
の
世
子
に
付
属
す

る
女
中
組
織
と
し
て
基
本
の
職
制
で
あ
る
。
だ
が
、
将
軍
の
子
息
と
し
て
行
う
大
奥

勤
め
の
献
物
の
準
備
に
は
不
十
分
な
体
制
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
長
し
て
本
来
の
女

中
組
織
を
整
備
す
る
ま
で
の
当
分
の
措
置
と
し
て
、
勤
役
を
中
心
に
、
仕
事
の
一
部

を
男
性
役
人
が
分
掌
す
る
方
策
が
採
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

御
城
使
の
役
務
に
表
向
・
奥
向
の
男
性
役
人
が
実
務
的
に
関
与
し
た
の
は
、
と
り

わ
け
大
名
当
主
や
世
子
が
幼
少
で
あ
る
場
合
に
、
付
属
す
る
奥
女
中
組
織
の
仕
事
を

男
性
役
人
で
代
替
す
る
措
置
と
し
て
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
上
使
の
応
接
に
お
け
る
協
業　
　
　

　

御
城
使
と
男
性
役
人
の
協
業
が
生
ま
れ
た
背
景
を
、
第
二
に
上
使
の
応
接
の
場
面

に
即
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
大
奥
勤
め
を
行
う
大
名
や
正
妻
に
は
、
将
軍
と
そ
の

家
族
か
ら
歳
暮
を
中
心
に
上
使
が
派
遣
さ
れ
、
拝
領
物
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
奥

勤
め
と
互
酬
の
関
係
で
執
り
行
わ
れ
る
重
要
な
儀
式
で
あ
る
。
福
田
氏
は
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
の
鳥
取
藩
池
田
斉
衆
に
対
す
る
将
軍
御
台
所
か
ら
の
上
使
の
派
遣
を

取
り
上
げ
、
奥
向
・
表
向
の
動
き
を
追
っ
た
が
、
こ
こ
に
御
城
使
で
あ
る
守
役
の
女

中
の
姿
は
な
く
、
任
務
は
す
べ
て
奥
向
・
表
向
の
男
性
役
人
で
担
わ
れ
て
い
る
。
拝

領
の
儀
式
は
池
田
家
分
家
で
西
館
当
主
で
あ
る
池
田
刑
部
定
保
を
斉
衆
の
名
代
に
立

て
て
行
わ
れ
て
お
り
、
斉
衆
自
身
は
「
御
勝
手
」
の
「
表
御
居
間
」
に
身
を
置
き
、

儀
式
の
場
に
出
座
し
て
い
な
い
。
斉
衆
へ
の
上
使
の
派
遣
に
際
し
て
御
城
使
と
な
る

女
中
の
役
割
が
な
か
っ
た
の
は
、
斉
衆
が
元
服
前
の
若
年
の
身
で
あ
っ
た
た
め
に
名

代
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
際
に
御
城
使
の
出
番
が
除
外
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

斉
衆
の
養
母
に
あ
た
る
治
道
継
室
の
転
心
院
に
も
こ
の
日
、
将
軍
か
ら
大
奥
広
敷

番
頭
を
上
使
と
し
て
拝
領
物
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
斉
衆
の
日
記
に
表
向

役
人
が
出
迎
え
た
場
面
の
記
録
し
か
な
い
の
で
、
屋
敷
内
で
の
儀
式
の
担
当
者
に
つ

い
て
は
知
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
歳
暮
の
上
使
派
遣
の
様
子
を
仙
台
藩
伊
達
家
を
例

に
み
る
と
、
奥
向
・
表
向
の
役
人
と
御
城
使
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
二
月
二
十
一
日
、
伊
達
家
十
三
代
斉
邦
後
家
の
栄

心
院
と
、
十
二
代
斉
義
後
家
真
明
院
は
、
将
軍
家
慶
お
よ
び
広
大
院
か
ら
上
使
を

派
遣
さ
れ
、
歳
暮
の
拝
領
物
を
受
領
し
た

（
1（
（

。
将
軍
か
ら
は
長
綿
百
把
と
干
鯛
一
箱
、

広
大
院
か
ら
は
白
銀
十
枚
と
干
鯛
一
箱
が
贈
ら
れ
、
上
使
は
江
戸
城
大
奥
広
敷
番

頭
の
中
沢
主
税
助
が
務
め
た

（
11
（

。
中
沢
は
九
ツ
半
時
過
ぎ
に
伊
達
家
上
屋
敷
に
入
り
、

八
ツ
時
少
し
前
に
帰
城
し
た
。
こ
の
日
は
当
主
慶
邦
に
も
将
軍
か
ら
代
替
わ
り
に
伴

う
時
服
・
干
鯛
一
箱
の
拝
領
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
大
奥
老
女
の
奉
文
を
も
っ
て
届

け
ら
れ
た

（
11
（

。

　
〈
表
4
〉
は
、
上
使
の
来
訪
に
対
応
し
た
伊
達
家
上
屋
敷
（
藩
邸
）
の
人
員
配
置

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
役
職
に
は
表
向
役
人
、
奥
向
表
方
役
人
、
奥
向
奥
方
広
敷

向
役
人
、
奥
向
奥
方
女
中
（
御
城
使
）
を
示
す
印
を
つ
け
た
の
で
、
以
下
、
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
儀
式
は
奥
向
奥
方
の
広
敷
空
間
に
設
け
ら
れ
た
「
上
使
之
間
」

で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
上
使
の
来
訪
に
先
立
ち
、
拝
領
物
が
届
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
御
歩
組
が

奥
方
の
門
か
ら
玄
関
ま
で
誘
導
し
、
次
い
で
玄
関
の
式
台
薄
縁
の
上
に
積
み
上
げ
ら

れ
た
拝
領
物
を
「
使
者
之
間
」
の
前
に
運
ん
だ
。
こ
れ
を
小
姓
組
が
「
上
使
之
間
」

へ
運
び
、
床
へ
順
々
に
置
い
た
。
上
使
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
広
敷
番
頭
が
交
代

で
拝
領
物
の
番
を
し
て
い
る
。「
御
客
座
敷
」
で
は
、
奥
老
（
奥
年
寄
と
も
い
う
。
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奥
向
奥
方
を
統
括
す
る
責
任
者
）
が
「
御
取
持
之
御
方
様
」
へ
挨
拶
し
、
当
主
の
慶

邦
が
親
類
様
方
と
対
面
し
た
。「
御
取
持
之
御
方
様
」
と
は
、
伊
達
家
が
御
用
頼
み

と
し
て
指
南
を
受
け
て
い
る
旗
本
衆
で
、
脇
坂
淡
路
守
・
堀
田
左
京
亮
の
二
人
で
あ

る
（
以
下
、
御
取
持
と
記
す
）。

　

上
使
が
到
着
す
る
と
、
奥
方
の
門
の
外
に
、
奉
行
（
他
藩
の
家
老
に
相
当
）・
奥
老
・

公
義
使
（
他
藩
の
留
守
居
に
相
当
）
が
並
ん
で
出
迎
え
、
公
義
使
が
上
使
に
役
人
の

名
を
披
露
し
た
後
、
奥
の
玄
関
ま
で
案
内
し
た
。
こ
の
と
き
、
中
門
の
外
の
南
側
に

若
年
寄
・
出
入
司
・
御
小
姓
頭
・
御
目
付
が
控
え
、
中
門
の
内
の
御

白
洲
の
南
に
番
頭
格
以
上
・
詰
所
以
上
が
控
え
た
。
な
お
、
奥
方
の

門
内
の
左
右
に
武
頭
が
事
前
に
飾
桶
を
置
い
て
い
る
。

　

奥
方
玄
関
で
は
、
当
主
の
慶
邦
が
熨
斗
目
に
麻
裃
を
着
用
し
て
、

み
ず
か
ら
式
台
の
板
の
間
で
上
使
を
出
迎
え
、
会
釈
を
し
た
。
御
取

持
の
四
人
は
玄
関
薄
縁
で
、「
御
客
様
方
」（
親
類
を
指
す
か
）
は
式

台
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
上
使
を
出
迎
え
た
。
上
使
之
間
へ
は
若
年
寄
が

先
導
し
、
小
姓
頭
と
刀
番
・
小
姓
組
が
続
き
、
慶
邦
が
案
内
を
し
て

中
沢
に
着
座
を
促
し
た
。

　

拝
領
の
儀
式
は
上
使
の
中
沢
主
税
助
、
御
城
使
の
老
女
、
当
主
慶

邦
で
執
り
行
わ
れ
た
。
御
取
持
の
案
内
で
御
城
使
を
務
め
る
老
女
の

一
人
が
部
屋
に
入
り
、
御
城
使
の
も
う
一
人
の
老
女
が
控
え
と
し
て

入
室
し
た
。
上
使
の
中
沢
は
、
将
軍
と
広
大
院
か
ら
の
上
意
を
受
け

て
拝
領
物
の
目
録
を
御
城
使
へ
渡
し
、
御
城
使
は
こ
れ
を
慶
邦
へ
差

上
げ
、
慶
邦
は
目
録
を
御
城
使
へ
戻
し
た
。
つ
ま
り
御
城
使
は
、
将

軍
か
ら
栄
心
院
へ
の
拝
領
物
の
目
録
を
上
使
か
ら
慶
邦
へ
請
け
渡
す

役
目
を
し
て
い
る
。
次
い
で
、
慶
邦
は
拝
領
物
を
直
接
受
け
取
り
、

こ
れ
を
次
の
間
へ
移
し
た
後
、
み
ず
か
ら
奥
方
の
「
奥
」（
御
殿
向
）

へ
入
り
栄
心
院
の
も
と
へ
届
け
た
。
栄
心
院
は
奥
方
の
御
殿
向
に

あ
っ
て
慶
邦
を
介
し
て
拝
領
物
を
受
領
し
た
の
で
あ
る
。
慶
邦
と
御

拝領物受け取り
　■歩組　●小姓組　〇広敷番頭　　
上使到着前　取持御方・親類方へ挨拶
　〇奥老
上使出迎え　＊
　奥方門外：■奉行　〇奥老　■公義使
　中門外：■若年寄　■出入司　●小姓頭　〇奥老　■目付
　中門内白洲南方：■番頭格以上　■詰所以上（当日御用で出勤の者のみ）
　中門北方：■歩目付　　
　寄附：〇奥方諸役人　■大番組（当日御用で出勤の者のみ）
　使者之間：●小姓組
奥玄関上使案内
　●小姓頭　●刀番　■若年寄　●小姓組
儀式進行
　◎御城使老女　◎老女（控）●刀番
上使接待
　●大小姓　●奥小姓
上使見送り
　■公義使　＊ほか出迎えと同様
宴席
　◎老女中（口上）　〇広敷番頭　●小姓組　〇広敷番　〇寄附番　●坊主　
御客様挨拶・見送り
　■奉行
江戸城へ御礼の使者
　◎御城使　■武頭　■江戸番馬上　

表４　将軍上使を迎える態勢（天保12年12月 21日伊達家栄心院への拝領物）
■表向役人　●奥向表方役人　〇奥向奥方広敷向役人　◎御城使（老女）

出典：「陸奥国仙台藩（伊達氏）文書」48・乙・（（9『天保十二年十二月小御記録』十二月
二十一日条。

城
使
が
上
使
之
間
を
退
出
し
て
い
た
間
、
刀
番
が
上
使
へ
長
鮑
を
差
し
上
げ
、
大
小

姓
が
煙
草
盆
を
、
奥
小
姓
が
御
茶
と
菓
子
を
出
し
て
、
接
待
し
て
い
る

（
11
（

。
続
い
て
、

親
類
方
が
上
使
之
間
へ
入
り
上
使
と
対
面
し
、
親
類
か
ら
の
使
者
も
、
御
取
持
の
御

方
の
紹
介
で
召
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、御
取
持
に
従
い
御
城
使
が
上
使
之
間
へ
入
り
、

栄
心
院
か
ら
将
軍
と
御
台
所
へ
の
「
御
請
」
の
旨
を
上
使
に
伝
え
た
。
そ
の
後
再
度
、

御
取
持
の
御
方
に
従
い
御
城
使
が
入
り
、
上
使
へ
拝
領
物
の
吹
聴
と
来
訪
を
労
う
栄

心
院
の
「
思
召
」
を
伝
え
た
。
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儀
式
の
終
了
後
は
、
当
主
慶
邦
を
は
じ
め
、
出
迎
え
と
同
じ
態
勢
で
見
送
り
を
し
、

公
義
使
が
奥
方
の
門
の
外
ま
で
案
内
し
て
送
り
出
し
て
い
る
。

　

上
使
の
帰
城
後
、
上
使
之
間
で
来
客
の
親
類
大
名
に
料
理
と
酒
・
菓
子
が
振
る
舞

わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
広
敷
番
頭
が
差
配
し
、
小
姓
組
が
給
仕
を
行
っ
た
。
こ
の
場
で

御
城
使
は
、
栄
心
院
か
ら
来
客
へ
の
謝
辞
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。
来
客
の
出
立
に

際
し
て
、
奉
行
が
儀
式
の
無
事
の
終
了
を
伝
え
る
挨
拶
を
行
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
拝
領
物
の
儀
式
全
体
の
流
れ
の
な
か
で
役
割
の
分
担
を
整
理
す
る
と
、
当

家
の
表
向
・
奥
向
を
統
括
す
る
家
臣
最
高
位
の
奉
行
は
、
上
使
の
出
迎
え
と
見
送

り
で
挨
拶
を
行
い
、
来
客
が
帰
る
際
に
は
儀
式
の
無
事
終
了
を
告
げ
る
の
が
役
目
で

あ
っ
た
。
こ
れ
以
外
は
、
奥
向
の
儀
式
で
あ
る
こ
と
で
奥
老
以
下
の
奥
向
役
人
の
担

当
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
表
向
の
交
渉
役
で
あ
る
公
義
使
が
奥
方
の
門
内
で
の
案
内

と
見
送
り
に
と
ど
ま
り
、
奥
方
の
建
物
内
に
入
ら
な
い
の
は
、
奥
向
の
儀
式
に
関
与

す
る
立
場
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
表
向
・
奥
向
双
方
の
主
要
な
役
人
が
上
使
の
出
迎

え
と
見
送
り
に
立
ち
会
っ
て
い
た
の
は
、
大
名
家
と
し
て
将
軍
の
上
使
を
迎
え
る
う

え
で
の
基
本
的
な
応
接
の
態
勢
で
あ
る
。
一
方
、
奥
向
奥
方
の
中
で
上
使
を
は
じ
め

来
客
の
案
内
・
給
仕
な
ど
の
接
待
と
警
備
を
担
っ
た
の
は
、
す
べ
て
当
主
の
側
廻
り

の
家
臣
と
、
奥
方
の
広
敷
向
で
事
務
と
警
備
を
担
う
奥
向
役
人
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
職
に
対
応
す
る
任
務
に
就
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
態
勢
に
あ
っ
て
御
城
使
で
あ
る
老
女
の
役
割
を
整
理
す
る
と
、
第
一
に
、

献
物
の
目
録
を
将
軍
上
使
か
ら
当
主
へ
請
け
渡
す
こ
と
、
第
二
に
、
将
軍
と
広
大
院

か
ら
拝
領
物
を
頂
戴
し
た
旨
の
栄
心
院
の
御
請
け
の
言
葉
を
上
使
に
伝
え
る
こ
と
、

第
三
に
、
上
使
へ
の
労
い
を
述
べ
る
栄
心
院
の
言
葉
を
上
使
に
伝
え
る
こ
と
、
第
四

に
、
儀
式
終
了
後
の
宴
席
に
お
い
て
来
客
へ
栄
心
院
の
礼
の
言
葉
を
伝
え
る
こ
と
、

こ
の
四
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
御
城
使
は
、
将
軍
と
広
大
院
か
ら
栄
心
院
へ
の
拝
領
物

の
授
受
に
介
在
し
、
主
人
で
あ
る
栄
心
院
の
言
葉
を
将
軍
上
使
、
お
よ
び
来
客
に
伝

え
る
と
い
う
、
栄
心
院
の
使
者
と
し
て
の
務
め
に
徹
し
た
役
割
を
不
足
な
く
果
た
し

た
の
で
あ
る
。
御
城
使
と
そ
の
控
え
の
老
女
以
外
、
奥
女
中
に
対
し
て
い
っ
さ
い
役

割
が
な
い
の
は
、
儀
式
の
場
が
男
性
役
人
が
取
り
仕
切
る
広
敷
空
間
に
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

拝
領
の
儀
式
を
終
え
た
後
の
関
係
各
所
へ
の
挨
拶
の
分
担
も
み
て
お
こ
う
。
本

丸
・
二
の
丸
の
老
中
の
も
と
へ
表
向
役
人
の
武
頭
が
、
世
子
の
御
用
人
衆
と
本
丸
・

二
の
丸
の
若
年
寄
衆
・
御
留
守
居
衆
へ
は
表
向
役
人
の
江
戸
番
馬
上
が
、
そ
れ
ぞ
れ

栄
心
院
と
慶
邦
か
ら
の
謝
辞
を
述
べ
る
使
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
御
城
使
の
多
仲
は

江
戸
城
本
丸
大
奥
へ
登
城
し
、
将
軍
付
き
老
女
の
梅
田
へ
口
上
で
、
将
軍
・
世
子
・

広
大
院
・
世
子
御
簾
中
へ
の
栄
心
院
の
謝
辞
を
伝
え
て
い
る
。

　

以
上
、
伊
達
家
の
大
奥
勤
め
に
関
係
す
る
将
軍
上
使
の
派
遣
に
際
し
て
、
御
城
使

を
務
め
る
老
女
は
、
栄
心
院
の
使
者
と
し
て
の
本
務
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た

表
向
・
奥
向
の
役
人
は
そ
れ
ぞ
れ
役
職
に
対
応
し
た
仕
事
を
分
担
分
業
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
大
奥
勤
め
は
こ
の
よ
う
に
、
御
城
使
と
表
向
・
奥
向
の
男
性

役
人
が
分
掌
・
連
絡
関
係
を
持
ち
な
が
ら
協
業
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遂
行
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

❻
奥
向
ル
ー
ト
と
し
て
の
御
城
使

（
一
）
将
軍
家
の
縁
組
交
渉
と
御
城
使
の
役
割

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
大
奥
勤
め
の
使
者
と
な
る
役
目
は
御
城
使
が
担

当
す
る
本
務
で
あ
る
。

　

一
方
、
御
城
使
は
、
将
軍
家
と
大
名
家
の
間
の
交
渉
や
内
願
に
お
い
て
、
取
り
次

ぎ
を
務
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
大
名
家
の
表
向
で
留
守
居
役
が
担
っ
て
い
た
幕
府

と
の
連
絡
や
交
渉
に
関
わ
る
表
向
ル
ー
ト
に
対
し
て
、
御
城
使
が
江
戸
城
大
奥
老
女

と
と
も
に
将
軍
家
・
大
名
家
を
仲
介
し
た
役
割
は
、
奥
向
相
互
の
連
絡
・
交
渉
を
担

う
奥
向
ル
ー
ト
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
の
ル
ー
ト
の
存
在
と
利
用
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
松
崎
瑠
美
氏
が
仙
台
藩
伊
達
家
、
お
よ
び
薩
摩
藩
島
津
家
を
取
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り
上
げ
て
検
討
し
て
お
り

（
11
（

、
畑
尚
子
氏
は
将
軍
家
に
対
す
る
島
津
家
を
は
じ
め
大

名
家
の
内
願
に
着
目
し
て
い
る

（
11
（

。
筆
者
は
前
稿
で
こ
れ
ら
の
成
果
に
拠
り
な
が
ら
、

仙
台
藩
伊
達
家
と
将
軍
家
の
縁
組
交
渉
を
例
に
御
城
使
の
働
き
を
探
っ
た

（
11
（

。
交
渉

に
お
け
る
御
城
使
の
使
命
は
、
江
戸
城
大
奥
に
登
城
し
て
老
女
の
語
る
将
軍
の
意
向

を
漏
ら
さ
ず
聞
き
取
り
、
こ
れ
を
主
人
に
伝
え
て
返
答
を
受
け
取
り
、
再
度
老
女
に

対
面
し
て
将
軍
へ
の
言
上
を
託
す
こ
と
に
あ
る
。
作
法
通
り
の
口
上
・
献
物
を
粗
相

な
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
儀
礼
勤
め
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
、
慎
重
と
緊
張
を

要
し
た
役
目
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
と
き
に
は
自
身
の
判
断
に
よ
る
応
答
や
説
明
を

求
め
ら
れ
る
場
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
奥
向
ル
ー
ト

を
担
う
御
城
使
の
役
割
と
責
務
は
、
表
向
ル
ー
ト
を
担
う
留
守
居
役
の
重
要
性
に
相

当
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。　

　

前
稿
で
検
討
し
た
伊
達
家
五
代
吉
村
世
子
宗
村
の
縁
組
は
、
島
津
家
五
代
継
豊
の

縁
組
と
と
も
に
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
養
女
の
縁
組
で
あ
り
、
交
渉
は
吉
宗
自
身
の
強

い
意
向
が
あ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
将
軍
み
ず
か
ら
奥
向
ル
ー
ト
の
利
用
を
図
り
御

城
使
を
動
か
し
た
こ
と
が
、
交
渉
の
肝
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
か
ら
奥
向

ル
ー
ト
の
機
能
に
つ
い
て
再
考
す
る
余
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
二
つ
の
縁

組
交
渉
の
経
緯
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
御
城
使
を
介
し
た
奥
向
ル
ー
ト
の
特
徴
に
つ

い
て
再
度
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

将
軍
吉
宗
の
養
女
温
子
（
利
根
姫
）
と
伊
達
吉
村
の
世
子
宗
村
と
の
縁
組
交
渉

で
は
、
江
戸
城
大
奥
老
女
外
山
と
、
伊
達
吉
村
・
正
妻
貞
子
（
冬
姫
・
長
松
院
）
夫

妻
の
御
城
使
を
務
め
る
上
臈
お
か
せ
が
介
在
す
る
奥
向
ル
ー
ト
が
、
吉
宗
に
よ
り

起
動
さ
れ
た

（
11
（

。
吉
宗
の
内
意
は
老
女
外
山
の
口
か
ら
、
お
か
せ
へ
伝
え
ら
れ
、
お

か
せ
か
ら
吉
村
夫
妻
の
耳
に
入
っ
た
。
吉
村
夫
妻
の
返
答
は
、
お
か
せ
を
介
し
て
外

山
へ
伝
え
ら
れ
、
吉
宗
へ
言
上
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
お
か
せ
の
役
割
は
、
享
保
九
年

（
一
七
二
四
）
三
月
の
節
句
の
祝
儀
で
登
城
し
た
折
に
外
山
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
こ

と
に
始
ま
る
。
実
は
伊
達
宗
村
の
縁
談
は
、
前
年
秋
に
温
子
の
実
家
で
あ
る
紀
伊
徳

川
家
と
の
間
に
持
ち
あ
が
り
、
吉
宗
の
内
意
を
受
け
た
幕
府
老
中
水
野
忠
之
の
指
示

に
よ
り
、
幕
府
留
守
居
の
松
前
嘉
広
が
伊
達
家
と
紀
伊
徳
川
家
の
取
次
ぎ
を
開
始
し

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
翌
九
年
三
月
、
吉
宗
は
、
温
子
を
み
ず
か
ら
の
養
女
と
す

る
将
軍
家
と
の
縁
談
に
変
更
し
、
こ
の
意
思
を
吉
村
夫
妻
に
伝
え
、
承
諾
の
返
事
を

得
る
た
め
に
、
御
城
使
の
お
か
せ
を
伝
達
役
と
す
る
奥
向
ル
ー
ト
を
立
ち
上
げ
た
の

で
あ
る
。

　

将
軍
家
の
縁
組
は
、
将
軍
の
意
向
を
受
け
た
幕
府
老
中
を
軸
に
幕
府
留
守
居
が
大

名
家
に
伝
え
る
の
が
、公
式
の
交
渉
手
続
き
で
あ
る
。
こ
の
表
向
ル
ー
ト
と
は
別
に
、

奥
向
ル
ー
ト
が
起
動
さ
れ
た
背
景
に
は
、
温
子
を
紀
伊
家
か
ら
将
軍
家
へ
引
き
取
る

の
に
支
障
が
生
じ
て
い
た
事
情
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
吉
村
夫
妻
に
縁
組
の
変
更
を

知
ら
せ
る
時
期
が
遅
れ
、
内
諾
が
遅
延
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
吉
宗
に
と
っ
て
は
、
前
年
に
紀
伊
家
と
伊
達
家
の
縁
談
を
進
め
な
が
ら
、
こ
れ
を

即
座
に
ま
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
老
中
水
野
忠
之
と
留
守
居
松
前
嘉
広
に
よ
る
表
向

ル
ー
ト
に
不
具
合
を
感
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

伊
達
家
と
紀
伊
家
と
の
縁
談
で
立
ち
上
げ
た
水
野
・
松
前
に
よ
る
表
向
ル
ー
ト

を
、
た
だ
ち
に
将
軍
家
の
縁
談
交
渉
に
使
う
こ
と
を
憚
り
、
新
た
に
奥
向
ル
ー
ト
を

起
動
さ
せ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

伊
達
吉
村
は
、
当
家
の
財
政
が
困
窮
す
る
中
、
紀
伊
家
と
の
縁
談
は
過
分
で
あ
る

と
し
て
、
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
将
軍
家
と
の
縁
談
で
あ
れ
ば
家
の
名
誉
で

あ
り
、
異
存
は
な
い
と
す
る
考
え
を
示
し
た
。
御
三
家
と
の
縁
組
は
辞
退
し
た
い
の

が
本
心
で
あ
っ
た
が
、
将
軍
へ
の
忠
誠
心
か
ら
、
こ
の
縁
談
は
請
け
ざ
る
を
得
な
い

と
す
る
気
持
ち
を
固
め
た
の
で
あ
る
。

　

温
子
を
江
戸
城
に
引
き
取
る
の
に
予
想
外
の
期
間
を
要
し
た
こ
と
で
、
縁
組
の
内

定
は
伊
達
家
に
は
二
年
後
の
享
保
十
一
年
二
月
十
九
日
、
発
表
に
は
な
お
時
間
を
要

す
る
が
決
定
の
上
意
は
確
か
で
あ
る
と
す
る
内
容
で
、
幕
府
留
守
居
で
あ
る
松
前
嘉

広
を
使
者
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
。
同
時
に
お
か
せ
を
介
し
て
同
様
の
連
絡
が
入
っ
た

の
で
あ
る
が
、
お
か
せ
が
伝
え
た
内
容
は
、
翌
三
月
一
日
に
吉
村
夫
妻
か
ら
御
城
使

で
将
軍
へ
肴
一
折
、
十
五
日
に
西
丸
の
天
英
院
（
六
代
将
軍
家
宣
御
台
所
）
へ
も
同
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様
の
祝
儀
の
献
物
を
行
う
指
示
が
伝
え
ら
れ
る
な
ど
、
内
証
勤
め
を
促
す
こ
と
を
含

め
て
、
詳
細
で
具
体
的
で
あ
る
。
縁
組
の
正
式
な
公
表
は
、
さ
ら
に
享
保
十
八
年

（
一
七
三
三
）
ま
で
十
年
を
要
し
て
お
り
、
こ
の
間
に
吉
宗
の
内
意
と
そ
の
受
諾
の

伝
達
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
将
軍
家
と
伊
達
家
を
繋
ぎ
続
け
た
御
城
使
お
か
せ
の
働
き

は
、
縁
組
を
実
現
さ
せ
た
陰
の
立
役
者
と
い
え
る
。

　

一
方
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
四
月
に
開
始
さ
れ
た
八
代
将
軍
吉
宗
養
女
竹

姫
と
島
津
家
五
代
継
豊
と
の
縁
組
交
渉
は
、
継
豊
の
実
父
で
前
当
主
吉
貴
の
正
妻
福

姫
の
御
城
使
を
務
め
る
佐
川
と
、
江
戸
城
西
丸
に
い
る
天
英
院
付
き
の
老
女
秀
小
路

が
奥
向
ル
ー
ト
を
担
っ
た

（
11
（

。
こ
れ
に
は
、
吉
宗
の
縁
組
の
内
意
を
伝
え
る
た
め
に

継
豊
の
も
と
に
派
遣
さ
れ
た
老
中
松
平
乗
邑
に
対
し
て
、
継
豊
が
承
諾
を
渋
っ
た
経

緯
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
吉
宗
は
、
老
中
を
使
者
と
す
る
表
向
ル
ー
ト
が
機
能
し
な
い

こ
と
を
察
す
る
や
、
次
の
一
手
と
し
て
、
西
丸
の
大
奥
老
女
と
島
津
家
の
御
城
使
を

動
か
す
奥
向
ル
ー
ト
を
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。
島
津
家
の
縁
者
で
あ
る
西
丸
の
天

英
院
を
頼
り
、
天
英
院
の
老
女
を
介
し
て
、
継
豊
実
父
吉
貴
の
正
妻
福
姫
の
御
城
使

佐
川
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
佐
川
を
介
し
て
福
姫
へ
、
福
姫
か
ら
国
元
の
隠
居
吉

貴
へ
働
き
か
け
、
継
豊
を
説
得
す
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
た
。
こ
の
奥
向
ル
ー
ト

で
の
交
渉
が
功
を
奏
し
て
、
同
年
六
月
に
は
公
式
に
縁
組
の
台
命
が
下
り
、
十
二

月
に
婚
礼
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
大
奥
老
女
と
御
城
使
が
介
在
す
る
奥
向
ル
ー
ト

は
、
い
わ
ば
表
向
ル
ー
ト
の
機
能
不
全
を
補
う
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。
御

城
使
の
佐
川
が
縁
組
の
成
立
に
貢
献
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
後
日
佐
川
は
天

英
院
に
目
見
え
て
拝
領
物
を
頂
戴
す
る
栄
誉
に
預
か
っ
て
い
る
。

　

将
軍
吉
宗
の
時
代
の
二
つ
の
縁
組
交
渉
に
お
い
て
、
御
城
使
は
将
軍
家
と
大
名
家

を
相
互
に
取
り
次
い
で
お
り
、
つ
ま
り
将
軍
家
と
大
名
家
の
双
方
で
奥
向
ル
ー
ト
が

利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
機
能
的
に
は
、
将
軍
家
の
縁
組
の
成
立
を
め
ざ
し
て
将

軍
に
よ
り
起
動
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
合
い
が
大
き
い
。
将
軍
子
女
の
縁
組
は
政
治
案

件
と
し
て
表
向
ル
ー
ト
で
交
渉
・
伝
達
を
行
う
の
が
公
式
の
手
続
き
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
進
め
る
以
前
の
交
渉
の
段
階
で
順
調
に
進
む
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
そ
う
し
た

場
面
で
将
軍
は
大
名
家
の
御
城
使
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
内
意
を
大
名
家
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
御
城
使
は
大
名
家
の
承
諾
の
返
事
を
将
軍
に
届
け
る

こ
と
を
最
大
の
使
命
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

御
城
使
は
大
名
家
に
属
す
る
奥
女
中
で
あ
る
が
、
将
軍
家
に
と
っ
て
も
使
者
と
し

て
利
用
価
値
が
高
か
っ
た
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
前
稿
で
御
城
使
の
果
た
し
た
役
割

を
大
名
家
の
表
向
の
交
渉
役
で
あ
る
留
守
居
に
相
当
す
る
と
し
た
指
摘
に
つ
い
て

は
、
幕
府
の
留
守
居
に
相
当
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
補
足
し
て
お
き
た

い
。

（
二
）
奥
向
ル
ー
ト
の
特
徴

　

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
二
月
十
九
日
に
伊
達
家
に
伝
え
ら
れ
た
縁
組
内
定
の

知
ら
せ
は
、
幕
府
留
守
居
の
松
前
嘉
広
が
使
者
と
な
り
、
さ
ら
に
大
奥
老
女
外
山
か

ら
御
城
使
お
か
せ
を
介
し
て
詳
細
な
情
報
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
お
か

せ
が
伝
え
た
話
の
な
か
に
、
将
軍
吉
宗
の
言
葉
と
し
て
、「
只
今
迄
ハ
女
中
取
替
計

に
て
候
間
、
陸
奥
守
夫
婦
下
中
者
迄
、
無
心
元
可
存
候
、
仍
而
今
日
御
内
々
、
上
使

心
ニ
伊
豆
守
被
遣
候
、
定
而
可
申
談
候

（
11
（

」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。「
女
中
取
替
計
」

と
あ
る
の
は
、
縁
組
の
連
絡
を
こ
の
時
点
ま
で
、
大
奥
老
女
の
外
山
と
御
城
使
お
か

せ
の
二
人
の
奥
女
中
が
取
り
次
い
で
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
吉
宗
は
、
縁
組
の

内
定
を
知
ら
せ
る
手
段
と
し
て
御
城
使
だ
け
で
は
、
伊
達
家
の
当
主
夫
妻
や
家
中
の

者
た
ち
に
情
報
の
確
実
性
に
不
安
を
抱
か
せ
か
ね
な
い
と
考
え
、
内
々
に「
上
使
心
」

つ
ま
り
将
軍
の
使
者
の
つ
も
り
で
、
留
守
居
の
松
前
嘉
広
を
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
前
稿
で
、「
女
中
取
替
計
」
と
述
べ
る
吉
宗
の
心
情
に
は
、
御
城
使
に
対

す
る
性
差
別
的
な
眼
差
し
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
再
度

史
料
を
読
み
、
見
解
を
修
正
し
た
い
。
大
奥
老
女
と
御
城
使
が
取
り
次
ぐ
奥
向
ル
ー

ト
は
、
表
向
の
役
人
同
士
で
情
報
伝
達
を
担
う
表
ル
ー
ト
と
は
異
な
り
、
非
公
式
の

通
信
ル
ー
ト
で
あ
る
。
公
表
で
き
な
い
段
階
の
情
報
を
内
々
に
直
接
大
名
に
伝
え
、

交
渉
を
進
め
る
手
段
と
し
て
、
御
城
使
を
登
城
さ
せ
る
方
法
は
便
宜
で
あ
り
、
実
際
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に
期
待
し
た
機
能
を
果
た
す
も
の
と
も
な
っ
た
。
だ
が
、
非
公
式
の
奥
向
ル
ー
ト

に
よ
る
伝
達
で
は
、
情
報
の
信
憑
性
・
信
頼
性
・
確
実
性
が
担
保
さ
れ
な
い
認
識
が

生
じ
る
余
地
が
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
内
定
と
は
い
え
縁
組
の
決
定
を
知
ら
せ
る
う

え
で
、
使
者
を
御
城
使
と
す
る
奥
向
ル
ー
ト
で
は
、
公
式
の
伝
達
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
吉
宗
は
、
伊
達
家
に
縁
組
の
内
定
を
伝
え
る
段
に
な
り
非
公
式
の
奥
向

ル
ー
ト
で
は
な
く
、
幕
府
留
守
居
役
を
上
使
に
立
て
る
表
向
ル
ー
ト
を
使
用
し
た
の

で
あ
る
。
松
前
の
派
遣
は
幕
府
留
守
居
と
し
て
上
使
の
役
目
を
務
め
た
こ
と
に
意
味

が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
伊
達
家
と
の
縁
組
は
享
保
十
一
年
当
時
、
内
定
し
た
と
は
い
え
台
命
を
下

す
ま
で
、
な
お
し
ば
ら
く
調
整
す
べ
き
事
柄
が
控
え
て
い
た
。
そ
こ
で
吉
宗
は
松
前

嘉
広
を
将
軍
の
正
式
な
使
者
の
立
場
と
は
せ
ず
に
、
こ
れ
に
準
じ
た
立
場
と
し
て
派

遣
し
た
。
吉
宗
の
言
葉
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
「
上
使
心
」
と
い
う
表
現
が
こ
の
点
を

示
唆
す
る
。
伊
達
家
の
側
が
こ
れ
を
承
知
し
て
対
応
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
主
の
吉

村
が
松
前
と
対
面
し
た
場
所
が
、
藩
邸
で
通
常
、
表
向
ル
ー
ト
で
上
使
の
伝
達
を
受

け
る
際
に
使
用
す
る
表
向
空
間
の
「
上
使
之
間
」
で
は
な
く
、
奥
向
奥
方
の
広
敷
向

に
設
け
ら
れ
た
「
上
使
之
間
」
で
も
な
く
、
奥
向
表
方
の
吉
村
の
御
居
間
で
あ
っ
た

こ
と
に
表
れ
て
い
る

（
1（
（

。

　

奥
向
ル
ー
ト
を
担
っ
た
御
城
使
の
出
自
と
経
歴
に
つ
い
て
も
み
て
お
こ
う
。
将
軍

家
と
伊
達
家
の
縁
組
交
渉
に
貢
献
し
た
お
か
せ
は
、
当
時
上
臈
の
役
職
で
あ
っ
た
。

出
自
は
「
堂
上
方
息
女
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
内
大
臣
久
我
通
誠
養
女
で
あ
っ
た

吉
村
正
妻
貞
子
が
、
婚
姻
に
際
し
て
京
都
の
生
家
で
揃
え
た
公
家
出
身
の
女
中
の
一

人
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る

（
11
（

。
貞
子
の
代
の
御
城
使
と
し
て
は
中
津
・
春
野
・
梅
を

か
に
続
く
四
代
目
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
貞
子
付
き
の
役
方
の
女
中
と
し
て
先
代
三

人
の
御
城
使
チ
ー
ム
の
な
か
で
長
く
仕
事
の
経
験
を
積
み
、
能
力
を
磨
い
て
上
臈
に

昇
進
し
、
御
城
使
に
抜
擢
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
後
に
奥
女
中
最
高
位
の
上

臈
年
寄
に
昇
進
し
、
名
を
山
の
井
と
改
め
て
い
る
が
、
御
城
使
と
し
て
将
軍
家
と
の

縁
談
の
成
立
に
貢
献
し
た
実
績
を
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
大
名
家
が
将
軍
家
に
対
し
て
行
う
内
願
で
御
城
使
と
な
る
女
中
の
役
割
が

機
能
し
た
場
面
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
松
崎
瑠
美
氏
に
よ
り
、
薩
摩
藩
島
津
家
の

歴
代
当
主
は
た
び
た
び
官
位
昇
進
を
め
ざ
し
て
御
城
使
に
よ
る
献
物
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
11
（

。
畑
氏
が
見
出
し
た
津
山
藩
松
平
斉
民
（
十
二
代

将
軍
家
斉
男
子
）
に
よ
る
加
増
の
内
願
も
、
将
軍
家
か
ら
斉
民
に
付
け
ら
れ
た
女
中

の
筆
頭
で
御
守
女
中
の
園
川
が
御
城
使
を
務
め
、
こ
れ
に
よ
り
奥
向
ル
ー
ト
を
機
能

さ
せ
た
一
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

（
11
（

。

　

大
名
が
望
む
加
増
や
官
位
昇
進
は
、
表
向
か
ら
将
軍
家
へ
願
う
こ
と
を
許
さ
れ

ず
、
賄
賂
を
使
い
内
願
す
る
先
と
し
て
江
戸
城
大
奥
は
重
要
な
窓
口
で
あ
っ
た
。
大

奥
へ
の
内
願
を
行
え
る
の
は
御
城
使
を
置
く
大
名
家
で
あ
り
、
御
城
使
は
大
名
家
の

内
願
の
達
成
に
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

大
名
家
の
奥
向
で
上
臈
や
老
女
が
務
め
た
御
城
使
は
、
表
向
で
留
守
居
の
職
掌
と

さ
れ
た
御
城
使
と
比
べ
て
、
研
究
史
上
の
認
知
度
は
低
く
、
現
在
の
歴
史
辞
典
に
用

語
の
掲
載
は
な
い
。
だ
が
、
長
ら
く
歴
史
に
埋
も
れ
て
い
た
御
城
使
は
、
近
年
の
奥

向
研
究
の
進
展
に
伴
い
、
江
戸
城
大
奥
女
中
の
人
事
に
関
わ
る
記
録
を
は
じ
め
と
し

て
、
大
名
家
の
奥
方
の
日
記
な
ど
、
奥
向
関
係
の
史
料
群
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
、
そ

の
政
治
的
任
務
の
大
枠
と
重
要
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
こ
う
し
た
先

行
研
究
の
成
果
に
拠
り
な
が
ら
、
新
た
に
史
料
を
博
捜
し
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
、

奥
向
の
政
治
領
域
で
実
務
に
携
わ
る
女
性
官
僚
と
し
て
の
御
城
使
の
姿
を
検
証
し
て

き
た
。
六
章
に
わ
た
る
分
析
と
考
察
を
整
理
し
た
う
え
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
考

え
る
と
こ
ろ
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
御
城
使
の
本
務
は
、
大
名
当
主
や
正
妻
が
奥
向
か
ら
将
軍
家
へ
の
奉
公

と
し
て
行
う
大
奥
勤
め
の
使
者
と
な
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
御
城
使
は
主
家

と
将
軍
家
と
の
関
係
の
維
持
に
貢
献
し
た
。
江
戸
城
大
奥
の
「
女
中
帳
」
に
名
前
を
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登
録
さ
れ
、
新
任
や
継
続
に
際
し
て
最
終
的
に
将
軍
の
裁
可
を
得
る
手
続
き
を
必
要

と
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
奥
勤
め
の
使
者
と
な
る
本
務
の
重
要
性
を
映
し
出
す
も
の
で

あ
る
。
大
奥
勤
め
は
基
本
的
に
将
軍
家
と
姻
戚
関
係
で
結
ば
れ
た
大
名
家
に
だ
け
許

さ
れ
た
特
権
的
な
勤
め
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
御
城
使
の
登
城
の
行
列
は
、
仕
え
る

主
人
の
名
誉
と
家
柄
を
誇
示
す
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
御
城
使
は
奥
女
中
の
職
階
で
最
高
位
の
上
臈
、
も
し
く
は
老
女
が
担
う

職
掌
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
大
奥
勤
め
に
伴
う
献
物
や
書
状
の
準
備
、
登
城
の
随
伴

な
ど
は
役
方
の
職
階
の
奥
女
中
が
分
掌
し
、
協
同
し
て
役
務
を
遂
行
す
る
体
制
が
採

ら
れ
た
。
一
方
、
江
戸
城
大
奥
で
も
、
役
方
の
奥
女
中
が
分
担
分
業
し
て
御
城
使
に

対
応
し
、
役
方
の
同
職
と
し
て
大
名
家
の
奥
女
中
と
連
絡
を
取
り
合
う
関
係
が
生
ま

れ
て
い
た
。

　

御
城
使
と
し
て
登
城
す
る
奥
女
中
に
は
、
式
日
に
関
わ
る
規
式
の
作
法
を
わ
き
ま

え
、
口
上
と
献
物
を
粗
相
な
く
務
め
る
能
力
が
求
め
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
選
任
に
際

し
て
は
役
務
に
対
す
る
適
性
が
見
定
め
ら
れ
た
。
就
任
中
に
特
別
手
当
が
支
給
さ

れ
、
退
職
時
の
待
遇
が
同
職
の
上
臈
や
老
女
に
比
べ
て
格
段
に
高
か
っ
た
の
は
、
仕

事
の
責
務
と
専
門
性
が
相
応
に
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

　

こ
う
し
て
高
い
キ
ャ
リ
ア
性
を
要
し
た
御
城
使
は
、
次
世
代
の
育
成
を
重
要
な
課

題
と
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
御
城
使
と
な
る
奥
女
中
の
出
自
や
昇
進
状

況
、
ま
た
役
方
の
奥
女
中
が
協
同
す
る
チ
ー
ム
体
制
の
な
か
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、

育
成
の
シ
ス
テ
ム
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
御
城
使
は
将
軍
家
と
大
名
家
の
縁
組
交
渉
や
大
名
家
か
ら
将
軍
家
へ
の

内
願
に
際
し
て
、
大
奥
老
女
と
の
間
で
情
報
を
取
り
次
ぐ
奥
向
ル
ー
ト
と
し
て
も
機

能
し
た
。
定
期
的
に
登
城
す
る
御
城
使
の
存
在
は
、
将
軍
家
に
と
っ
て
、
縁
組
交
渉

の
内
定
に
至
る
ま
で
の
非
公
式
の
通
信
・
交
渉
ル
ー
ト
と
し
て
利
用
価
値
が
高
か
っ

た
と
い
え
る
。
奥
向
ル
ー
ト
を
担
う
御
城
使
に
は
、
取
り
次
ぐ
情
報
に
対
す
る
適
切

な
判
断
な
ど
、
大
奥
勤
め
の
使
者
と
は
異
な
る
能
力
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

江
戸
時
代
を
通
し
て
将
軍
家
と
大
名
家
の
縁
組
は
数
多
く
成
立
し
て
お
り
、
大
名

家
か
ら
将
軍
家
へ
の
内
願
の
多
さ
も
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
御
城
使
が
介
在
す
る
奥

向
ル
ー
ト
の
利
用
の
高
さ
が
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
奥
向
ル
ー
ト
を
担
っ
た
御

城
使
の
具
体
的
な
働
き
、
実
質
的
な
交
渉
機
能
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
す
る
余
地

が
あ
る
。
な
お
、
将
軍
家
へ
の
内
願
に
つ
い
て
は
、
畑
尚
子
氏
に
よ
り
、
十
一
代
将

軍
家
斉
の
時
代
に
御
台
所
の
寔
子
（
広
大
院
）
が
生
家
の
薩
摩
藩
島
津
家
と
の
間
に

「
閑
道
取
次
」
と
呼
ば
れ
る
仲
介
役
を
置
き
、
こ
れ
に
よ
り
島
津
家
側
か
ら
の
多
く

の
内
願
を
通
し
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
11
（

。「
閑
道
取
次
」
の
任
務
は
、

家
斉
の
嫡
子
竹
千
代
の
御
差
（
乳
持
）
を
務
め
た
縁
で
旗
本
の
森
山
孝
盛
の
娘
り
さ

が
担
い
、
そ
の
妹
で
寔
子
付
き
中
臈
で
あ
っ
た
か
え
（
の
ち
嶋
沢
）
が
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
名
家
の
内
願
に
関
与
し
た
御
城
使
以
外
の
奥
女
中

の
存
在
や
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
も
今
後
さ
ら
に
掘
り
起
こ
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
四
に
、
大
奥
勤
め
の
使
者
と
な
る
御
城
使
の
本
務
は
、
上
臈
・
老
女
を
は
じ
め

役
方
の
奥
女
中
だ
け
で
な
く
、
奥
向
・
表
向
の
男
性
役
人
も
そ
の
一
部
を
担
い
、
両

者
が
協
業
し
て
遂
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
元
服
前
の
将
軍
子
息
が
行
う
大
奥
勤
め
は
、

付
属
す
る
奥
女
中
の
組
織
に
役
方
の
奥
女
中
が
不
足
し
、
献
物
の
用
意
な
ど
に
代
替

任
務
が
生
じ
た
こ
と
、
ま
た
大
奥
勤
め
に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
将
軍
・
御
台
所
か
ら

の
拝
領
物
の
受
領
は
、
派
遣
さ
れ
る
上
使
の
応
接
に
際
し
て
表
向
・
奥
向
双
方
の
男

性
役
人
に
職
務
に
基
づ
い
た
任
務
が
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
奥
向
空
間
で
上
使

と
主
人
を
取
り
次
ぐ
役
割
は
御
城
使
の
本
務
と
し
て
担
わ
れ
た
が
、
役
務
の
全
体
は

藩
邸
で
あ
る
大
名
屋
敷
の
表
向
・
奥
向
に
勤
め
る
男
性
役
人
と
奥
女
中
が
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
空
間
を
超
え
て
連
絡
・
分
担
関
係
を
持
ち
な
が
ら
協
業
す
る
こ
と
で
達
成
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
藩
邸
の
官
僚
機
構
の
な
か
で
御
城
使
は
制
度
的
に
一
定
の

役
割
を
担
い
、
ま
た
御
城
使
の
役
務
に
は
男
性
家
臣
に
よ
る
代
替
可
能
な
役
割
が

あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
藩
邸
に
構
築
さ
れ
た
男
女
の
協
業
に
よ
る
官
僚
機

構
の
実
態
を
さ
ら
に
深
く
解
明
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。
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川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
序
章
一
「
研
究
史
と
課
題
」
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九

年
以
降
に
発
表
さ
れ
た
主
な
論
考
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
吉
成
香
澄
「
将
軍
姫
君
の
公
儀

付
人
・
女
中
に
つ
い
て
︱
尾
張
藩
主
徳
川
斉
朝
夫
人
淑
姫
の
事
例
か
ら
︱
」（
徳
川
林
政
史
研

究
所
『
研
究
紀
要
』
四
四
、
二
〇
〇
九
年
）、
ア
ン
・
ウ
オ
ル
ソ
ー
ル
「
揚
州
周
廷
と
千
代
田

城
の
女
中
た
ち
」（『
日
本
思
想
史
』
七
七
、
二
〇
一
〇
年
）、
畑
尚
子
「
姉
小
路
と
徳
川
斉
昭

︱
内
願
の
構
図
に
つ
い
て
︱
」（『
茨
城
県
史
研
究
』
九
四
、
二
〇
一
〇
年
）、
福
田
千
鶴
「
奥

女
中
の
世
界
」（
薮
田
貫
・
柳
谷
慶
子
編
『〈
江
戸
〉
の
人
と
身
分
4　

身
分
の
な
か
の
女
性
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
、
後
に
福
田
前
掲
註
（
5
） 『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』
に

所
収
）、
山
下
奈
津
子
「
近
世
後
期
、
紀
州
徳
川
家
の
女
中
の
特
質
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
市

立
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
六
、
二
〇
一
一
年
）、
亀
尾
美
香
「
島
津
家
奥
右
筆
と
な
っ
た
多
摩

の
女
性
・
瀧
尾
︱
奥
女
中
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
︱
」（
松
尾
正
人
編
『
多
摩
の
近
世
・
近
代
史
』

中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）、
畑
尚
子
「
史
料
紹
介
『
大
奥
御
年
寄
瀧
山
日
記
』
上
」

（『
国
史
学
』
二
〇
六
・
二
〇
七
、二
〇
一
二
年
）、
同
「
史
料
紹
介
『
大
奥
御
年
寄
瀧
山
日
記
』

下
」（『
国
史
学
』
二
〇
八
、
二
〇
一
二
年
）、
福
田
千
鶴
『
日
本
近
世
武
家
社
会
に
お
け
る
奥

向
構
造
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』（
平
成
二
一
年
度
～
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成

果
報
告
書
、
二
〇
一
二
年
）、
松
崎
瑠
美
「
大
名
家
の
正
室
の
役
割
と
奥
向
の
儀
礼
︱
近
世
後

期
の
薩
摩
藩
島
津
家
を
事
例
と
し
て
︱
」（『
歴
史
評
論
』
七
四
七
、
二
〇
一
二
年
）、
水
沼

尚
子
「
幕
末
期
江
戸
藩
邸
の
奥
向
︱
前
橋
藩
松
平
家
記
録
『
朝
夕
申
継
帳
』」
を
素
材
に
︱
」

（『
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
〇
、
二
〇
一
二
年
）、
石
田
俊
「
綱
吉
政
権
期
の
江
戸
城

大
奥
︱
公
家
出
身
女
中
を
中
心
に
︱
」（『
総
合
女
性
史
研
究
』
三
〇
、
二
〇
一
三
年
、
同
『
近

世
公
武
の
奥
向
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
、
所
収
）、
磯
部
孝
明
「
宣
寿
院
の
一
関

下
向
に
み
る
奥
女
中
の
役
割
」（『
一
関
市
博
物
館
研
究
報
告
』
一
六
、
二
〇
一
三
年
）、
笹
目

礼
子
前
掲
註
（
（
）「
一
橋
家
の
諸
家
交
際
に
み
る
奥
向
の
役
割
︱
初
世
宗
尹
を
中
心
と
し
て

︱
」、
高
橋
あ
け
み
「『
御
奥
方
格
式
』
に
つ
い
て
」（『
仙
台
市
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
3（
・

33
合
併
号
、
二
〇
一
三
年
）、
松
島
由
佳
「『
附
込
帳
』
に
み
る
大
奥
女
中
の
役
替
え
に
つ
い

て
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
一
六
、
二
〇
一
三
年
）、
柳
谷
慶
子
「
大
名
家
『
女
使
』

の
任
務
︱
仙
台
藩
伊
達
家
を
中
心
に
︱
」（
総
合
女
性
史
学
会
編
『
女
性
官
僚
の
歴
史
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）、
山
下
奈
津
子
「
幕
末
維
新
期
の
紀
州
徳
川
家
『
女
中
日
記
』
に
つ

い
て
」（『
和
歌
山
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
七
、
二
〇
一
三
年
）、
田
中
正
弘
「
名
主
岡
田

家
姉
妹
の
『
御
殿
奉
公
』
に
つ
い
て
︱
大
名
家
奥
へ
の
見
習
奉
公
か
ら
江
戸
城
大
奥
の
部
屋

方
へ
︱
」（『
栃
木
史
料
叢
書　

第
一
集　

栃
木
の
在
村
記
録　

幕
末
維
新
期
の
胎
動
と
展
開

　

第
二
巻　

岡
田
親
之
介
日
記
（
二
）』
栃
木
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
）、
谷
口
啓
子

『
武
家
の
女
性
・
村
の
女
性
』（
鳥
取
県
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
一
四
、
二
〇
一
四
年
）、
松
島
由
佳

「『
附
込
帳
』
に
み
る
大
奥
女
中
の
役
替
え
に
つ
い
て　

そ
の
二
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』

一
七
、
二
〇
一
五
年
）、
同
「『
附
込
帳
』
に
み
る
大
奥
女
中
の
役
替
え
に
つ
い
て　

そ
の
三
」

（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
一
八
、
二
〇
一
六
年
）、
大
口
勇
次
郎
『
江
戸
城
大
奥
を
め
ざ

（
（
）　

十
八
世
紀
前
期
に
一
橋
家
は
奥
向
の
交
際
に
つ
い
て
、
幕
府
老
中
か
ら
、
水
戸
徳
川
家
と
の

贈
答
は
当
主
宗
尹
・
正
妻
俊
姫
と
も
に
「
女
中
使
」
を
使
者
と
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
紀
伊
徳
川
家
奥
向
と
の
交
際
も
、
双
方
で
「
女
使
」
を
遣
し
て
い
る
（
笹
目
礼
子
「
一

橋
家
の
諸
家
交
際
に
み
る
奥
向
の
役
割
︱
初
世
宗
尹
を
中
心
と
し
て
︱
」『
茨
城
県
立
歴
史
館

報
』
四
〇
、二
〇
一
三
年
）。
仙
台
藩
伊
達
家
で
は
、
十
三
代
斉
邦
後
家
栄
心
院
が
彦
根
藩
井

伊
家
に
嫁
い
だ
大
叔
母
の
守
真
院
の
も
と
に
「
女
使
」
を
遣
わ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
明

治
大
学
博
物
館
蔵
「
陸
奥
国
仙
台
藩
（
伊
達
氏
）
文
書
」
48
・
乙
・
二
一
八
「
天
保
十
二
年

十
一
月
大
記
録
」
十
一
月
十
八
日
条
）。
ま
た
将
軍
家
大
奥
か
ら
公
家
に
送
ら
れ
た
「
女
使
」

の
例
と
し
て
、
慶
応
四
年
将
軍
慶
喜
謹
慎
時
に
静
寛
院
宮
（
和
宮
）
は
、
徳
川
家
存
続
を
嘆
願

す
る
た
め
生
家
の
橋
本
家
な
ど
に
「
女
使
」
を
送
っ
て
い
る
（
畑
尚
子
「
静
寛
院
宮
・
天
璋
院

の
行
動
と
江
戸
城
大
奥
の
消
滅
」（『
戊
辰
戦
争
の
新
視
点
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、二
○
一
八
年
）。

（
（
）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。

（
3
）　

笠
谷
和
彦
『
江
戸
御
留
守
居
役
』（
吉
川
弘
文
館
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
）

一
〇
～
一
三
頁
。
留
守
居
を
御
城
使
と
呼
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
武
鑑
』
の
情
報
と
合
わ
せ

て
、
藤
實
久
美
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
4
）　

畑
尚
子
『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
一
三
五
頁
。

（
5
）　

畑
尚
子
氏
は
前
掲
註
（
4
）『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
で
主
に
「
交
際
」
の
語
を
使

用
し
て
い
る
。
福
田
千
鶴
氏
は『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）

で
、「
江
戸
城
大
奥
と
の
交
流
」
の
定
義
を
行
い
、
奥
向
か
ら
の
献
上
で
あ
る
「
奥
勤
め
」
を
、

「
大
奥
勤
め
」
と
「
内
証
勤
め
」
に
分
け
る
こ
と
を
提
唱
し
て
お
り
（
一
八
二
頁
）、
筆
者
の

理
解
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
「
二
種
類
の
交
流
ル
ー
ト
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
奥
向
の
献
上

全
体
を
捉
え
る
用
語
と
し
て
「
交
流
」
を
使
用
し
行
論
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
御
城
使
に
触

れ
た
論
考
の
大
半
が
、
該
当
す
る
贈
答
儀
礼
を
交
際
・
交
流
の
語
を
も
っ
て
説
明
し
て
い
る

現
状
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
分
析
の
対
象
を
限
定
し
て
「
大
奥
勤
め
」
を
用
い
る
。

（
6
）　

松
平
春
嶽
「
前
世
界
雑
話
稿
」（『
松
平
春
嶽
全
集
』
第
一
巻
、
原
書
房
、
一
九
七
三
年
、

二
六
三
頁
）。

（
7
）　

ほ
か
に
も
用
語
が
錯
綜
す
る
現
状
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

な
お
、
武
家
の
表
と
奥
に
つ
い
て
、
福
田
千
鶴
氏
は
前
掲
註
（
5
）『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向

構
造
』
序
章
に
お
い
て
、
新
た
な
概
念
整
理
を
行
い
、
奥
向
を
当
主
の
日
常
の
空
間
（
奥
向
表

方
）
と
、
女
性
を
中
心
と
し
た
家
族
の
空
間
（
奥
向
奥
方
）
に
分
け
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

筆
者
は
福
田
氏
の
表
向
・
奥
向
の
区
分
、
お
よ
び
奥
向
の
な
か
の
表
方
と
奥
方
の
区
分
と
用

語
の
定
義
を
支
持
し
、
本
稿
の
行
論
を
進
め
る
。

（
8
）　

奥
女
中
に
関
す
る
研
究
の
成
果
は
、
二
〇
〇
九
年
以
前
に
つ
い
て
は
畑
、
前
掲
註
（
4
）『
徳

註
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す
村
の
娘
︱
生
麦
村
関
口
千
恵
の
生
涯
︱
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）、
松
島
由
佳
「『
附

込
帳
』
に
み
る
大
奥
女
中
の
役
替
え
に
つ
い
て　

そ
の
四
」（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』

一
九
、
二
〇
一
七
年
）、
同
「『
附
込
帳
』
に
み
る
大
奥
女
中
の
役
替
え
に
つ
い
て　

そ
の
五
」

（『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』二
〇
、
二
〇
一
八
年
）、畑
尚
子『
島
津
家
の
内
願
と
大
奥
︱「
風

の
し
る
へ
」
翻
刻
︱
』（
同
成
社
、
二
〇
一
八
年
）、
福
田
、
前
掲
註
（
（
）『
近
世
武
家
社
会

の
奥
向
構
造
』
な
ど
が
あ
る
。

（
9
）　

皿
海
ふ
み
「
若
君
の
宮
参
り
と
井
伊
家
御
成
」（
朝
尾
直
弘
編
『
彦
根
城
博
物
館
叢
書 

5　

譜
代
大
名
井
伊
家
の
儀
礼
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
○
○
四
年
）。

（
（0
）　

福
田
、
前
掲
註
（
5
） 『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』
第
六
章
第
一
節
・
第
二
節
。

（
（（
）　

松
崎
瑠
美
「
天
下
統
一
・
幕
藩
制
確
立
期
に
お
け
る
武
家
女
性
の
役
割
︱
仙
台
藩
伊
達
家
を

事
例
と
し
て
︱
」（『
国
史
談
話
会
雑
誌
』
四
五
、
二
〇
〇
四
年
）、
同
「
近
世
武
家
社
会
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
と
女
性
の
役
割
︱
近
世
中
期
の
仙
台
藩
伊
達
家
を
事
例
と
し
て
︱
」（『
歴

史
』
一
○
三
、
二
○
○
四
年
）、
同
「
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
お
け
る
薩
摩
藩
島
津
家
の
女
性

と
奥
向
」（『
歴
史
』
一
一
○
、
二
○
○
八
年
）、
前
掲
註
（
8
） 「
大
名
家
の
正
室
の
役
割
と
奥

向
の
儀
礼
︱
近
世
後
期
の
薩
摩
藩
島
津
家
を
事
例
と
し
て
︱
」。

（
（（
）　

畑
、
前
掲
註
（
4
）『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
第
二
章
第
一
節
。

（
（3
）　

柳
谷
、
前
掲
註
（
8
） 「
大
名
家
『
女
使
』
の
任
務
︱
仙
台
藩
伊
達
家
を
中
心
に
︱
」。

（
（4
）　

福
田
、
前
掲
註
（
5
） 『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』
第
六
章
第
三
節
。

（
（5
）　
「
将
軍
徳
川
家
礼
典
附
録　

巻
之
二
十
六　

大
奥
向
御
規
式
之
次
第　

安
政
年
間
之
調
」（
徳

川
黎
明
会
編
『
徳
川
礼
典
録
』
下
巻
、
原
書
房
、
一
九
八
二
年
、
七
二
六
～
七
七
二
頁
）。『
徳

川
礼
典
録
』
は
伊
達
宗
城
・
松
平
慶
永
（
春
嶽
）・
池
田
茂
政
の
編
纂
に
よ
り
明
治
一
四
年

一
二
月
に
明
治
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
。「
大
奥
向
御
規
式
之
次
第
」の
調
査
年
代
は「
安
政
年
間
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
記
載
さ
れ
た
人
物
の
名
前
に
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
閏
五
月
に
没
し

た
将
軍
家
斉
息
女
松
栄
院
（
福
井
藩
松
平
斉
承
正
妻
）
が
あ
り
、
一
方
、
安
政
三
年
に
没
し

た
将
軍
家
慶
養
女
線
姫
（
水
戸
藩
徳
川
慶
篤
正
妻
）、
お
よ
び
同
年
に
没
し
た
加
賀
藩
前
田
慶

寧
正
妻
崇
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
史
料
は
安
政
三
年
当
時
の
状
況
を
示
す
も
の
と

推
測
し
た
。

（
（6
）　

畑
、
前
掲
註
（
4
）『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
一
三
七
頁
。

（
（7
）　

畑
氏
は
前
掲
註
（
4
）『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
二
四
五
頁
で
、
尾
張
徳
川
家
で

隠
居
し
た
御
簾
中
で
あ
る
貞
慎
院
の
御
城
使
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
江
戸
城
大
奥

と
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
貞
慎
院
個
人
の
重
要
性
の
傍
証
と
す
る
が
、
個
人
の
役
割
を
前
提
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
奥
勤
め
を
行
う
御
簾
中
の
立
場
と
し
て
御
城
使
が
継
続
さ
れ
た
と

捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
（8
）　

松
崎
、
前
掲
註
（
（（
）「
天
下
統
一
・
幕
藩
制
確
立
期
に
お
け
る
武
家
女
性
の
役
割
」
で
分

析
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
柳
谷
前
掲
註
（
8
）「
大
名
家
『
女
使
』
の
任
務
」
で
再
考
し
た
。

（
（9
）　

松
崎
、
前
掲
註
（
（（
）「
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
お
け
る
薩
摩
藩
島
津
家
の
女
性
と
奥
向
」。

（
（0
）　

仙
台
藩
士
「
玉
虫
十
蔵
日
記
」
天
明
四
年
四
月
一
五
日
条
に
は
、
家
臣
に
対
し
て
守
真
院
の

婚
礼
と
併
せ
て
伝
え
ら
れ
た
情
報
と
し
て
、「
彦
根
若
御
前
様
よ
り
公
義
江
御
機
嫌
御
伺
等
被

仰
上
候
様
被
遊
度
趣
屋
形
様
よ
り
御
内
々
御
願
被
遊
候
処
、
御
由
緒
柄
ニ
付
以
女
使
年
中
御

献
上
物
等
被
遊
、
且
御
鷹
野
雁
歳
暮
御
拝
領
物
可
被
為
有
由
ニ
付
き
、
右
両
様
之
御
悦
今
日

登
城
御
帳
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
（『
仙
台
市
史　

資
料
編
3　

近
世
（
城
下
町
』
仙
台
市
史

編
さ
ん
委
員
会
、
二
○
○
七
年
、
四
一
四
頁
）。

（
（（
）　

笹
目
、前
掲
註
（
（
）「
一
橋
家
の
諸
家
交
際
に
み
る
奥
向
の
役
割
」。
隼
之
介
は
将
軍
家
治
・

御
台
所
五
十
宮
・
若
君
竹
千
代
に
対
し
て
年
始
・
暑
中
・
寒
中
・
歳
暮
の
時
節
に
御
城
使
を

遣
わ
し
献
物
を
行
う
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

（
（（
）　

将
軍
吉
宗
養
女
竹
姫
の
入
輿
を
大
奥
勤
め
の
契
機
と
す
る
先
行
研
究
に
対
し
て
、
松
崎
瑠
美

氏
は
三
代
当
主
綱
貴
の
二
女
亀
姫
と
公
家
の
近
衛
家
久
と
の
縁
組
が
契
機
と
な
り
、
四
代
当

主
吉
貴
正
妻
福
姫
の
代
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（
松
崎
、前
掲
註（
（（
）「
近

世
前
期
か
ら
中
期
に
お
け
る
薩
摩
藩
島
津
家
の
女
性
と
奥
向
」）。

（
（3
）　
『
鳥
取
県
史　

第
七
巻　

近
世
資
料
』（
鳥
取
県
、
一
九
七
六
年
）
二
六
四
頁
。

（
（4
）　

関
係
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
は
谷
口
啓
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
（5
）　

福
田
氏
は
鳥
取
藩
池
田
家
六
代
治
道
の
継
室
転
心
院
の
大
奥
勤
め
を
、
紀
伊
徳
川
家
の
娘

で
あ
る
出
自
に
よ
る
と
推
測
す
る
（
福
田
、
前
掲
註
（
5
）『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』

一
九
八
頁
）。
広
島
藩
浅
野
慶
熾
正
妻
利
姫
に
つ
い
て
は
、
畑
氏
が
将
軍
孫
、
尾
張
徳
川
家
娘
、

田
安
家
孫
の
三
つ
の
関
係
で
確
定
で
き
な
い
と
し
て
い
る
（
畑
、
前
掲
註
（
4
）『
徳
川
政
権

下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
二
六
〇
頁
）。

（
（6
）　

前
掲
註
（
（5
）「
将
軍
徳
川
家
礼
典
附
録　

巻
之
二
十
六　

大
奥
向
御
規
式
之
次
第　

安
政

年
間
之
調
」（『
徳
川
礼
典
録
』
下
巻
、
七
六
四
頁
）。

（
（7
）　

家
定
の
誕
生
日
は
文
政
七
年
四
月
八
日
で
あ
る
が
、
こ
の
日
に
表
向
の
公
表
は
な
さ
れ
ず
、

四
月
十
五
日
に
七
夜
の
祝
儀
が
行
わ
れ
た
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

続
徳
川
実
紀
第
三
編
』

吉
川
弘
文
館
、
一
頁
）。
そ
の
た
め
か
誕
生
祝
い
は
四
月
十
五
日
に
催
さ
れ
て
い
る
。

（
（8
）　

松
崎
、
前
掲
註
（
（（
）「
近
世
武
家
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と
女
性
の
役
割
」。

（
（9
）　

柳
谷
、
前
掲
註
（
8
）「
大
名
家
『
女
使
』
の
任
務
」。

（
30
）　

皿
海
、
前
掲
註
（
9
）「
若
君
の
宮
参
り
と
井
伊
家
御
成
」
に
よ
れ
ば
、井
伊
家
当
主
正
妻
は
、

御
城
使
を
置
か
ず
、
呈
書
を
奥
向
の
男
性
役
人
が
登
城
し
て
届
け
て
お
り
、
同
様
の
シ
ス
テ

ム
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3（
）　

伊
達
家
で
は
十
一
代
斉
義
、
十
二
代
斉
宗
の
時
代
は
当
家
の
娘
が
正
妻
と
な
り
、
女
中
組
織

に
上
臈
は
置
か
れ
な
く
な
り
、
老
女
が
役
職
の
最
高
位
と
な
り
御
城
使
を
務
め
て
い
た
。

（
3（
）　

仙
台
市
博
物
館
所
蔵
。『
御
奥
方
格
式
』
全
八
冊
と
、
関
係
す
る
二
冊
を
併
せ
て
、
仙
台
市

博
物
館
学
芸
員
高
橋
あ
け
み
氏
に
よ
り
「『
御
奥
方
格
式
』
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
『
仙
台
市

博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
第
三
二
・
三
三
合
併
号
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
高
橋
、前
掲
註
（
8
））。

（
33
）　

松
島
、
前
掲
註
（
8
）「『
附
込
帳
』
に
み
る
大
奥
女
中
の
役
替
え
に
つ
い
て
」
そ
の
一
～
そ
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の
五
。

（
34
）　

松
島
、
前
掲
註
（
8
）『
附
込
帳
』
に
み
る
大
奥
女
中
の
役
替
え
に
つ
い
て　

そ
の
五
」。

（
35
）　

畑
、
前
掲
註
（
4
）
畑
『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
二
四
四
頁
。

（
36
）　

畑
、
前
掲
註
（
4
）
畑
『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
二
四
四
～
二
四
五
頁
。

（
37
）　

前
掲
註
（
3（
）『
御
奥
方
格
式
』
で
は
、
奥
女
中
の
「
自
分
之
贈
答
」
に
つ
い
て
、「
役
替
祝

儀
」
や
「
年
中
諸
向
江
進
物
」
が
多
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
、
現
在
の
半
分
か
三
分
一
に
削

減
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
（
高
橋
、
前
掲
註
（
8
）「『
御
奥
方
格
式
』
に
つ
い
て
」
二
六
頁
）。

（
38
）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。

（
39
）　

畑
、
前
掲
註
（
4
）『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
一
三
八
頁
。

（
40
）　

福
田
、
前
掲
註
（
5
）『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』
二
一
六
頁
。

（
4（
）　

松
崎
、
前
掲
註
（
（（
）「
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
お
け
る
薩
摩
藩
島
津
家
の
女
性
と
奥
向
」。

（
4（
）　

明
治
大
学
博
物
館
蔵
「
陸
奥
国
仙
台
藩
（
伊
達
氏
）
文
書
」
48
・
乙
・
二
一
六
「
天
保
十
二

年
九
月
小
御
記
録
」
九
月
十
八
日
条
。

（
43
）　

高
橋
、
前
掲
註
（
8
）「『
御
奥
方
格
式
』
に
つ
い
て
」
三
四
～
三
六
頁
、
五
一
頁
。

（
44
）　

畑
、
前
掲
註
（
4
）『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
二
六
〇
頁
。

（
45
）　

柳
谷
、
前
掲
註
（
8
）「
大
名
家
「
女
使
」
の
任
務
」
で
こ
の
関
係
史
料
を
紹
介
し
た
が
、

慰
労
の
時
期
は
四
七
日
法
要
の
終
了
後
で
あ
る
こ
と
を
新
た
な
知
見
と
し
て
加
え
る
。
な
お

慰
労
金
の
出
所
は
御
城
使
の
小
野
田
の
分
は
栄
心
院
の
奥
財
政
か
ら
、
多
仲
と
御
右
筆
・
御

使
番
の
分
は
真
明
院
の
「
大
寄
合
」
か
ら
と
あ
る
。

（
46
）　
『
大
日
本
古
文
書　

伊
達
家
文
書
之
七
』
二
五
四
八
号　

伊
達
吉
村
挨
拶
書
案
（
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
、
一
九
六
九
年
）。

（
47
）　

畑
、
前
掲
註
（
4
）『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
二
六
頁
。

（
48
）　

皿
海
、
前
掲
註
（
9
）「
若
君
の
宮
参
り
と
井
伊
家
御
成
」。

（
49
）　

岩
淵
令
治
「
江
戸
城
登
城
風
景
図
屏
風
︱
幕
府
儀
礼
の
『
名
所
』
化
︱
」（
連
載
「
歴
史
の

証
人
︱
写
真
に
よ
る
収
蔵
品
紹
介
︱
」『
歴
博
』
一
二
三
、
二
○
○
四
年
）。

（
50
）　

高
橋
、
前
掲
註
（
8
）「『
御
奥
方
格
式
』
に
つ
い
て
」。

（
5（
）　

前
掲
註
（
（5
）『
徳
川
礼
典
録
』
下
巻
、
七
六
四
頁
。

（
5（
）　

柳
谷
、
前
掲
註
（
8
）「
大
名
家
『
女
使
』
の
任
務
」

（
53
）　

福
田
、
前
掲
註
（
5
） 『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』
第
六
章
第
一
節
。

（
54
）　

た
だ
し
御
台
所
が
い
れ
ば
口
上
は
御
台
所
付
の
老
女
に
述
べ
る
の
が
基
本
と
す
る
福
田
氏
の

指
摘
が
あ
る
（
福
田
、
前
掲
註
（
5
） 『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』
二
一
七
頁
）。

（
55
）　

竹
内
誠
・ 

深
井
雅
海
・
松
尾
美
恵
子
編
『
徳
川
「
大
奥
」
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、二
○
一
五
年
）

五
五
頁
。
以
下
、
職
務
の
説
明
に
つ
い
て
は
深
井
雅
海
氏
が
執
筆
す
る
同
書
の
「
大
奥
女
中

の
職
務
」
に
よ
る
。

（
56
）　

福
田
、
前
掲
註
（
5
） 『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』
第
六
章
第
一
節
。
井
伊
家
の
守
真

院
の
例
か
ら
、「
御
頼
み
」
と
呼
ば
れ
る
担
当
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
57
）　

明
治
大
学
博
物
館
蔵
「
陸
奥
国
仙
台
藩
（
伊
達
氏
）
文
書
」
48
・
乙
・
二
一
九
「
天
保
十
二

年
十
二
月
小
御
記
録
」
十
二
月
二
十
一
日
条
。

（
58
）　

水
沼
、
前
掲
註
（
8
）「
幕
末
期
江
戸
藩
邸
の
奥
向
︱
前
橋
藩
松
平
家
記
録
『
朝
夕
申
継
帳
』

を
素
材
に
︱
」。

（
59
）　

福
田
、
前
掲
註
（
5
） 『
近
世
武
家
社
会
の
奥
向
構
造
』
第
六
章
第
三
節
。

（
60
）　

山
下
、
前
掲
註
（
8
）「
近
世
後
期
、
紀
州
徳
川
家
の
女
中
の
特
質
に
つ
い
て
」。

（
6（
）　

前
掲
註
（
57
）。
な
お
、慶
邦
と
栄
心
院
・
真
明
院
へ
の
拝
領
は
前
日
に
知
ら
せ
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
奥
向
家
臣
で
は
な
く
、
表
向
の
交
渉
役
で
あ
る
公
義
使
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。
報
せ

を
受
け
て
藩
主
慶
邦
は
、
脇
坂
淡
路
守
・
堀
田
左
京
亮
・
今
井
帯
刀
・
井
上
又
次
郎
の
四
人
を
、

上
使
を
迎
え
る
た
め
の
「
御
取
持
」
に
依
頼
し
、
ま
た
登
城
し
て
老
中
に
挨
拶
し
て
い
る
。

（
6（
）　

歳
暮
拝
領
で
の
将
軍
上
使
は
、
福
田
氏
が
検
証
し
た
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
鳥
取
藩
池
田

斉
衆
の
場
合
も
大
奥
の
広
敷
番
頭
が
務
め
て
い
る
が
（
福
田
、
前
掲
註
（
5
）『
近
世
武
家
社

会
の
奥
向
構
造
』
二
〇
九
頁
）、
将
軍
付
き
老
女
が
上
使
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
宝
暦
五
年

（
一
七
五
五
）
福
岡
藩
黒
田
継
高
の
嫡
男
重
政
の
正
妻
菊
姫
（
将
軍
吉
宗
養
女
竹
姫
の
養
女
）

へ
の
上
使
は
、
将
軍
家
重
付
き
老
女
の
岩
橋
が
務
め
て
お
り
（
畑
、
前
掲
註
（
4
）『
徳
川
政

権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
一
〇
六
頁
）、
伊
達
家
六
代
当
主
宗
村
正
妻
利
根
姫
（
温
子
・
将
軍

吉
宗
養
女
）
へ
の
上
使
も
歴
代
の
例
と
異
な
り
大
奥
老
女
が
務
め
て
い
る
（
松
崎
、
前
掲
註

（
（（
）「
近
世
武
家
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と
女
性
の
役
割
」）。
将
軍
息
女
・
養
女

や
こ
れ
に
連
な
る
者
に
対
す
る
上
使
の
み
、
大
奥
老
女
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
63
）　

伊
達
慶
邦
へ
の
拝
領
物
で
あ
る
時
服
・
干
鯛
、
お
よ
び
目
録
は
、
奥
方
玄
関
で
寄
附
番
が
使

者
か
ら
老
女
の
奉
文
と
と
も
に
受
け
取
り
、
こ
れ
を
広
敷
番
頭
が
「
御
奥
」
の
栄
心
院
の
も

と
へ
運
び
、
栄
心
院
は
直
接
、
錠
口
か
ら
「
御
表
」
の
慶
邦
へ
届
け
た
。

（
64
）　

例
年
は
そ
の
後
、
料
理
と
酒
と
吸
物
で
上
使
を
も
て
な
し
て
い
た
が
、
こ
の
日
は
辞
退
し
た

の
で
、
代
わ
り
に
銀
子
五
枚
を
広
敷
番
頭
が
使
者
と
な
り
後
日
、
進
上
し
た
。

（
65
）　

松
崎
、
前
掲
註
（
（（
）「
天
下
統
一
・
幕
藩
制
確
立
期
に
お
け
る
武
家
女
性
の
役
割
︱
仙
台

藩
伊
達
家
を
事
例
と
し
て
︱
」、
同
「
近
世
武
家
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
と
女
性
の
役

割
︱
近
世
中
期
の
仙
台
藩
伊
達
家
を
事
例
と
し
て
︱
」、
同
「
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
お
け
る

薩
摩
藩
島
津
家
の
女
性
と
奥
向
」。
な
お
、
松
崎
氏
は
奥
向
ル
ー
ト
に
年
中
行
事
で
の
献
上
儀

礼
を
含
め
て
い
る
。
筆
者
は
大
奥
勤
め
を
奥
向
ル
ー
ト
と
分
け
て
考
え
て
お
り
、
用
語
の
使

い
方
は
異
な
る
。

（
66
）　

畑
、
前
掲
註
（
4
）『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
第
二
章
第
二
節
。 

（
67
）　

柳
谷
、
前
掲
註
（
8
）「
大
名
家
『
女
使
』
の
任
務
」。

（
68
）　

以
下
、
前
掲
註
（
8
）「
大
名
家
『
女
使
』
の
任
務
」。
な
お
伊
達
家
の
奥
女
中
は
こ
の
当
時
、

当
主
夫
妻
双
方
に
仕
え
て
お
り
、
御
城
使
お
か
せ
は
夫
妻
の
使
者
で
あ
っ
た
。

（
69
）　

以
下
、
松
崎
、
前
掲
註
（
8
）「
大
名
家
の
正
室
の
役
割
と
奥
向
の
儀
礼
」
に
よ
る
。

（
70
）　
『
大
日
本
古
文
書　

伊
達
家
文
書
之
六
』
二
三
五
○
号　

伊
達
吉
村
覚
書
（
東
京
大
学
史
料
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（
東
北
学
院
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
受
付
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
六
日
審
査
終
了
）

編
纂
所
、
一
九
六
九
年
）。

（
7（
）　

同
前
。

（
7（
）　

柳
谷
、
前
掲
註
（
8
）「
大
名
家
『
女
使
』
の
任
務
」。

（
73
）　

松
崎
、
前
掲
註
（
8
）「
大
名
家
の
正
室
の
役
割
と
奥
向
の
儀
礼
」

（
74
）　

畑
、
前
掲
註
（
4
）『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』
一
四
三
頁
。
斉
民
は
養
子
先
の
津

山
藩
松
平
家
の
家
督
を
継
ぐ
と
、
三
位
の
格
式
と
三
〇
万
石
へ
の
加
増
を
求
め
て
運
動
を
起
こ

し
た
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
は
将
軍
家
斉
付
き
老
女
瀬
山
を
介
し
て
、
家
斉
と
世
子
家

慶
に
献
物
を
届
け
た
。
こ
の
と
き
瀬
山
が
文
通
し
て
い
た
相
手
は
、
斉
民
付
き
奥
女
中
の
う

ち
、
御
守
女
中
の
園
川
で
あ
っ
た
が
、
畑
氏
は
園
川
を
表
使
相
当
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

園
川
は
斉
民
の
津
山
藩
松
平
家
へ
の
養
子
入
り
に
際
し
て
、
大
奥
か
ら
御
付
女
中
と
し
て
従
っ

た
二
〇
人
の
筆
頭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
御
城
使
を
任
務
と
さ
れ
、
大
奥
老
女
瀬
山
の
も
と

に
献
物
を
届
け
て
文
通
す
る
、
内
願
に
関
わ
る
仕
事
を
担
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
75
）　

畑
、前
掲
註（
4
）『
徳
川
政
権
下
の
大
奥
と
奥
女
中
』一
五
〇
～
一
五
五
頁
。
前
掲
註（
8
）『
島

津
家
の
内
願
と
大
奥
︱
「
風
の
し
る
へ
」
翻
刻
︱
』。

　

本
稿
脱
稿
後
、
柳
沢
芙
美
子
「
近
世
中
期
に
お
け
る
福
井
藩
松
平
家
の
奥
向
︱
福
井
藩
法
を
中
心

に
︱
」（『
福
井
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
九
、
二
〇
二
二
年
）
が
発
表
さ
れ
た
。
福
井
藩
松
平
家
で

十
一
代
宗
矩
の
養
嗣
子
重
昌
（
一
橋
徳
川
家
初
代
宗
尹
嫡
男
・
八
代
将
軍
吉
宗
孫
）
に
御
城
使
が
認

め
ら
れ
た
経
緯
と
贈
答
・
文
通
の
中
身
が
分
析
さ
れ
る
な
ど
、
本
稿
と
関
わ
る
議
論
・
成
果
が
展
開

さ
れ
て
お
り
、
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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was of an official or private nature. 

On the other hand, the oshirozukai also functioned as a private channel for the unof ficial 

communication of information in marriage negotiations between the Shogun’s family and a daimyo 

family, or when an informal request was made from a daimyo’s family to the Shogun’s family. From the 

above considerations, it can be concluded that oshirozukai was a role equivalent to that performed by 

the rusui （caretakers） and the maidservants of the inner chamber who rendered such services can be 

positioned as female bureaucrats in the hierarchy of the daimyo family. 

Keywords : maidservant, oshirozukai, onnazukai, service in the inner chambers of Edo Castle, Date 

clan of Sendai Domain
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Maidservants as Ladies in Waiting in the Inner Chambers of Edo 
Castle : A Study of their Appointment and Services

YANAGIYA Keiko

The aim of this study is to provide a clear picture of the oshirozukai—maidservants who were 

dispatched to the inner chambers of Edo Castle from the private quarters of daimyos’ （feudal lords’） 

mansions — through an examination of their appointment and services. The oshirozukai are also 

referred to as onnazukai or jochuzukai, but oshirozukai is the name that identifies the maidservants 

who were dispatched to the inner chambers of Edo Castle. Having confirmed this, I first conducted 

an analysis to grasp the whole picture of the service in the inner chambers of Edo Castle which was 

the main duty of the oshirozukai. This was a form of ceremonial service when a daughter or son 

of the Shogun was married to a member of the family of a daimyo, whereupon the family member 

getting married and the head of the family or his wife were required to make regular greetings and 

offerings to the Shogun. In principle this service was handed down to the head and wife of the head 

of the next generation of the daimyo family. In the mid- and late-early modern period, at the request of 

daimyo families, the principle of who could provide these services was expanded. Nevertheless, until 

the late Tokugawa Shogunate, the daimyo families permitted to provide such services accounted for 

only about one-tenth of the total. Therefore, the oshirozukai who were sent to provide services in the 

inner chambers of Edo Castle reflected honor on the master they served and showed off the family’s 

lineage, which was evident in the spectacular procession to the castle. 

The service of the oshirozukai was undertaken by joro （noblewomen） or rojo （senior ladies in 

waiting）, the highest ranks among the ladies in waiting at Edo Castle. As emissaries to the inner 

chambers of the castle, they were required to act with discipline and manners and to possess the 

abilities necessary to do so. In addition, maidservants of various administrative ranks shared the work 

of preparing offerings and letters, working together with the oshirozukai to support their services. 

Furthermore, male officials of both the inner and outer halls of the castle were ready to undertake 

some of the duties of the oshirozukai or join them in performing their duties. Nevertheless, the need 

also arose for young heads of household not yet of age to serve in the inner chambers because the 

assigned maidservants were not sufficient to perform the required administrative duties or because, 

when gifts were received from the Shogun or his wife in connection with the duties of the inner 

chambers, a person of appropriate rank was required to receive the envoy, regardless of whether it 


